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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　行方向に延伸して配列された複数の走査線及び列方向に延伸して配列された複数の信号
線の各交点に配列された複数の表示画素を有する表示パネルを表示信号に応じて駆動する
表示駆動装置において、
　第１のクロック信号が供給され、前記複数の走査線の各々に沿って配列された前記各表
示画素を選択状態とする走査信号を出力するタイミングを設定する第１の出力信号を出力
する第１のシフトレジスタ回路と、
　第２のクロック信号が供給され、前記複数の信号線の各々に対応した第２の出力信号を
出力する第２のシフトレジスタ回路と、
　前記表示信号を前記第２のシフトレジスタ回路より供給される前記第２の出力信号に応
じたタイミングで順次取り込み、取り込んだ前記表示信号を出力する表示信号保持回路と
、
　前記表示信号保持回路より出力される前記表示信号に基づいて、前記表示パネルに前記
表示信号に応じた画像表示を行わせる制御を行う駆動制御回路と、
　前記表示信号を特定の信号に設定し、前記表示信号保持回路に取り込まれて出力される
前記特定の信号に応じた特定の信号電圧を、前記各走査信号により選択状態にされた、前
記走査線に沿って行方向に配列された複数の前記表示画素、又は、前記信号線に沿って列
方向に配列された複数の前記表示画素に一括して印加した後、前記特定の信号電圧が印加
された前記複数の表示画素の各々から、前記第１のシフトレジスタ回路から出力される前
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記第１の出力信号及び前記第２のシフトレジスタ回路から出力される前記第２の出力信号
に基づくタイミングで、当該表示画素の発光特性に関連する特定量を順次抽出する特定量
抽出手段と、
　前記抽出された特定量を記憶する記憶手段と、
　前記特定量に基づく補正値を用いて、前記表示画素を所望の輝度階調で発光動作させる
ための前記表示信号を補正する信号補正手段と、
を備えることを特徴とする表示駆動装置。
【請求項２】
　前記特定量抽出手段は、前記表示画素に対して、前記特定の信号電圧を印加した場合の
、該表示画素に流れる駆動電流に対応する電流成分の電流値を前記特定量として測定する
ことを特徴とする請求項１記載の表示駆動装置。
【請求項３】
　前記特定量抽出手段は、前記表示画素に対して、前記特定の信号電圧を印加した場合の
、前記表示画素に流れる前記駆動電流に対応して蓄積された電圧成分に基づいて、該表示
画素に流れる電流の電流値を前記特定量として測定することを特徴とする請求項２記載の
表示駆動装置。
【請求項４】
　前記特定量抽出手段は、前記表示画素に対して、前記特定の信号電圧を印加した場合の
、前記表示画素に流れる前記駆動電流に対応して蓄積された電圧成分に基づいて、前記表
示駆動装置に流れる電流の電流値を前記特定量として測定することを特徴とする請求項２
記載の表示駆動装置。
【請求項５】
　前記特定量抽出手段は、前記特定量として測定された電流値をデジタル信号に変換して
抽出することを特徴とする請求項２乃至４のいずれかに記載の表示駆動装置。
【請求項６】
　前記信号補正手段は、前記測定された電流値と、前記表示画素に前記特定の信号電圧を
印加した場合の、該表示画素に流れる前記駆動電流の理想値との差分に基づいて、前記補
正値を設定することを特徴とする請求項２乃至５のいずれかに記載の表示駆動装置。
【請求項７】
　前記信号補正手段は、前記表示画素の各々に対応する前記表示信号に、前記補正値を加
算する補正処理を実行することを特徴とする請求項６記載の表示駆動装置。
【請求項８】
　前記特定量抽出手段は、
　前記表示画素に対して、前記特定の信号電圧を印加する書込動作時には、前記表示画素
に前記駆動電流を流すための駆動電源電圧を印加し、
　前記表示画素の各々から前記特定量を抽出する読出動作時には、前記表示画素への前記
駆動電源電圧の印加を遮断することを特徴とする請求項２記載の表示駆動装置。
【請求項９】
　前記特定量抽出手段は、
　少なくとも、前記書込動作時に、前記表示画素に前記駆動電源電圧を印加する書込制御
スイッチと、
　前記読出動作時に、前記表示画素から前記特定量を抽出する読出制御スイッチと、
を備えることを特徴とする請求項８記載の表示駆動装置。
【請求項１０】
　前記特定量抽出手段は、
　前記書込動作時に、前記表示パネルに配列された前記表示画素ごとに、前記特定の信号
電圧を順次個別に印加し、
　前記読出動作時に、前記表示画素の各々から前記特定量を個別に抽出することを特徴と
する請求項８又は９記載の表示駆動装置。
【請求項１１】
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　前記特定の信号電圧は、前記表示画素を最高の輝度階調で発光動作させるための最高階
調電圧に設定されていることを特徴とする請求項１乃至９のいずれかに記載の表示駆動装
置。
【請求項１２】
　前記特定量抽出手段は、前記複数の表示画素を選択状態に設定する走査信号に基づいて
、前記読出動作を実行することを特徴とする請求項８乃至１１のいずれかに記載の表示駆
動装置。
【請求項１３】
　前記特定量抽出手段は、前記複数の表示画素を所望の輝度階調で発光動作させる階調信
号電圧に基づいて、前記読出動作を実行することを特徴とする請求項８乃至１１のいずれ
かに記載の表示駆動装置。
【請求項１４】
　行及び列方向に延伸して配設された複数の走査線及び信号線の各交点に、複数の表示画
素が配列された表示パネルと、
　第１のクロック信号が供給され、該第１のクロック信号に応じたタイミングで前記複数
の走査線の各々に対応する第１の出力信号を出力する第１のシフトレジスタ回路を有し、
前記第１の出力信号に応じたタイミングで前記表示パネルの各行ごとの前記表示画素を選
択状態に設定する走査信号を出力する走査駆動回路と、
　第２のクロック信号が供給され、前記複数の信号線の各々に対応した第２の出力信号を
出力する第２のシフトレジスタ回路と、所望の画像情報を表示するための表示信号を前記
第２のシフトレジスタ回路より供給される前記第２の出力信号に応じたタイミングで順次
取り込み、取り込んだ前記表示信号を出力する表示信号保持回路と、前記表示信号保持回
路から出力される前記表示信号に応じた階調信号電圧を生成し、前記選択状態に設定され
た行の前記表示画素に印加する信号駆動回路と、
　前記表示画素の各々の発光特性に応じて、前記表示画素を所望の輝度階調で発光動作さ
せるための表示信号を補正する補正制御回路と、
を備え、
　前記補正制御回路は、
　前記表示信号を特定の信号に設定し、前記信号駆動回路における前記表示信号保持回路
に取り込まれて出力される前記特定の信号に応じた特定の信号電圧を、走査駆動回路より
出力される前記各走査信号により選択状態にされた、前記走査線に沿って行方向に配列さ
れた複数の前記表示画素、又は、前記信号線に沿って列方向に配列された複数の前記表示
画素に一括して印加した後、前記特定の信号電圧が印加された前記複数の表示画素の各々
から、前記走査駆動回路における前記第１のシフトレジスタ回路から出力される前記第１
の出力信号及び前記信号駆動回路における前記第２のシフトレジスタ回路から出力される
前記第２の出力信号に基づくタイミングで、当該表示画素の発光特性に関連する特定量を
順次抽出する特定量抽出手段と、
　前記抽出された特定量を記憶する記憶手段と、
　前記特定量に基づく補正値を用いて、前記表示信号を補正して前記信号駆動回路に供給
する信号補正手段と、
を有することを特徴とする表示装置。
【請求項１５】
　前記表示画素は、
　前記階調信号電圧に応じた電流値を有する駆動電流を流すとともに、該階調信号電圧に
応じた電圧成分を蓄積する発光駆動回路と、
　前記駆動電流の電流値に応じた輝度階調で発光動作する電流制御型の発光素子と、
を備え、
　前記補正制御回路は、前記表示画素に対して、前記特定の信号電圧を印加した場合の、
前記発光素子に流れる駆動電流に対応する電流成分の電流値を前記特定量として測定する
ことを特徴とする請求項１４記載の表示装置。
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【請求項１６】
　前記補正制御回路は、前記表示画素に対して、前記特定の信号電圧を印加した場合の、
前記発光駆動回路に蓄積された前記電圧成分に基づいて、前記発光素子に流れる電流の電
流値を前記特定量として測定することを特徴とする請求項１５記載の表示装置。
【請求項１７】
　前記特定量抽出手段は、前記表示画素に対して、前記特定の信号電圧を印加した場合の
、前記発光素子に流れる駆動電流に応じた電圧成分を蓄積する蓄積手段を備え、
　前記補正制御回路は、前記表示画素に対して、前記特定の信号電圧を印加した場合の、
前記特定量抽出手段に蓄積された前記電圧成分に基づいて、前記補正制御回路に流れる電
流の電流値を前記特定量として測定することを特徴とする請求項１５記載の表示装置。
【請求項１８】
　前記補正制御回路は、前記特定量として測定された電流値をデジタル信号に変換して、
前記記憶手段に記憶することを特徴とする請求項１５乃至１７のいずれかに記載の表示装
置。
【請求項１９】
　前記補正制御回路は、前記測定された電流値と、前記表示画素に前記特定の信号電圧を
印加した場合の、該表示画素に流れる前記駆動電流の理想値との差分に基づいて、前記補
正値を設定し、前記表示画素の各々に対応する前記表示信号に、前記補正値を加算する補
正処理を実行することを特徴とする請求項１５乃至１８のいずれかに記載の表示装置。
【請求項２０】
　前記補正制御回路は、
　前記表示画素に対して、前記特定の信号電圧を印加する書込動作時には、前記表示画素
に前記駆動電流を流すための駆動電源電圧を印加し、
　前記表示画素の各々から前記特定量を抽出する読出動作時には、前記表示画素への前記
駆動電源電圧の印加を遮断することを特徴とする請求項１５乃至１９のいずれかに記載の
表示装置。
【請求項２１】
　前記補正制御回路は、
　前記書込動作時に、前記表示パネルに配列された前記表示画素ごとに、前記特定の信号
電圧を順次個別に印加し、
　前記読出動作時に、前記表示画素の各々から前記特定量を個別に抽出することを特徴と
する請求項２０記載の表示装置。
【請求項２２】
　前記特定の信号電圧は、前記発光素子を最高の輝度階調で発光動作させるための最高階
調電圧に設定されていることを特徴とする請求項１４乃至２１のいずれかに記載の表示装
置。
【請求項２３】
　前記補正制御回路は、前記走査駆動回路により前記表示画素に印加される前記走査信号
に基づいて、前記読出動作を実行することを特徴とする請求項２０乃至２２のいずれかに
記載の表示装置。
【請求項２４】
　前記補正制御回路は、前記信号駆動回路により前記表示画素に印加される前記階調信号
電圧に基づいて、前記読出動作を実行することを特徴とする請求項２０乃至２２のいずれ
かに記載の表示装置。
【請求項２５】
　前記補正制御回路は、前記表示パネルを構成する基板上に、前記表示画素とともに一体
的に形成されていることを特徴とする請求項１４乃至２４のいずれかに記載の表示装置。
【請求項２６】
　前記補正制御回路は、前記走査駆動回路と一体的に形成されていることを特徴とする請
求項２３記載の表示装置。
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【請求項２７】
　前記補正制御回路は、前記信号駆動回路と一体的に形成されていることを特徴とする請
求項２４記載の表示装置。
【請求項２８】
　前記補正制御回路は、少なくとも、
　前記書込動作時に、前記表示画素に前記駆動電源電圧を印加するｎチャネル型トランジ
スタからなる書込制御スイッチと、
　前記読出動作時に、前記表示画素から前記特定量を抽出するｎチャネル型トランジスタ
からなる読出制御スイッチと、
を備え、
　前記発光駆動回路は、少なくとも、
　前記走査駆動回路から印加される前記走査信号により、前記信号駆動回路から印加され
る前記階調信号電圧を取り込むｎチャネル型トランジスタからなる選択スイッチと、
　前記階調信号電圧に応じた電流値を有する駆動電流を流すｎチャネル型トランジスタか
らなる発光駆動スイッチと、
を備えることを特徴とする請求項１４乃至２７のいずれかに記載の表示装置。
【請求項２９】
　行及び列方向に延伸して配設された複数の走査線及び信号線の各交点に、複数の表示画
素が配列された表示パネルと、所定のタイミングで前記表示パネルの各行ごとの前記表示
画素に走査信号を順次印加して、選択状態に設定する走査駆動回路と、所望の画像情報を
表示するための表示信号に応じた階調信号電圧を生成し、前記選択状態に設定された行の
前記表示画素に印加する信号駆動回路と、を備え、前記信号駆動回路により前記表示画素
の各々に、前記階調信号電圧を印加することにより、前記表示画素を所定の輝度階調で発
光動作させて、前記表示パネルに所望の画像情報を表示する表示装置の駆動制御方法にお
いて、
　前記走査駆動回路は、第１のクロック信号に応じたタイミングで前記複数の走査線の各
々に対応する第１の出力信号を出力し、前記第１の出力信号に応じたタイミングで前記表
示パネルの各行ごとの前記表示画素に走査信号を順次印加して選択状態に設定し、
　前記信号駆動回路は、第２のクロック信号に応じたタイミングで前記複数の信号線の各
々に対応する第２の出力信号を出力し、所望の画像情報を表示するための表示信号を前記
第２の出力信号に応じたタイミングで順次取り込み、出力し、前記表示信号に応じた階調
信号電圧を生成し、前記選択状態に設定された行の前記表示画素に印加し、
　前記表示信号を特定の信号に設定し、前記信号駆動回路に取り込まれて出力される前記
特定の信号に応じた特定の信号電圧を、走査駆動回路より出力される前記各走査信号によ
り選択状態にされた、前記走査線に沿って行方向に配列された複数の前記表示画素、又は
、前記信号線に沿って列方向に配列された複数の前記表示画素に対して、特定の信号電圧
を一括して印加するステップと、
　前記特定の信号電圧が印加された前記複数の表示画素の各々から、前記走査駆動回路に
おける前記第１の出力信号及び前記信号駆動回路における前記第２の出力信号に基づくタ
イミングで、当該表示画素に流れる駆動電流に対応する電流成分の電流値を測定するステ
ップと、
　前記測定された電流値と、前記表示画素に前記特定の信号電圧を印加した場合の、該表
示画素に流れる前記駆動電流の理想値との差分に基づいて、補正値を生成するステップと
、
　前記表示画素の各々に対応する前記表示信号に、前記補正値を加算する補正処理を行っ
て前記信号駆動回路に供給するステップと、
を含むことを特徴とする表示装置の駆動制御方法。
【請求項３０】
　前記表示画素は、前記階調信号電圧に応じた電流値を有する駆動電流を流すとともに、
該階調信号電圧に応じた電圧成分を蓄積する発光駆動回路と、前記駆動電流の電流値に応
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じた輝度階調で発光動作する電流制御型の発光素子と、を備え、
　前記電流成分の電流値を測定するステップは、前記発光駆動回路に対して、前記特定の
信号電圧を印加した場合の、前記発光素子に流れる駆動電流に対応する電流成分の電流値
を測定することを特徴とする請求項２９記載の表示装置の駆動制御方法。
【請求項３１】
　前記特定の信号電圧を印加するステップは、前記書込動作時に、前記表示パネルに配列
された前記表示画素ごとに、前記特定の信号電圧を順次個別に印加し、
　前記電流成分の電流値を測定するステップは、前記表示画素の各々から前記特定量を個
別に抽出することを特徴とする請求項２９又は３０記載の表示装置の駆動制御方法。
【請求項３２】
　前記特定の信号電圧は、前記発光素子を最高の輝度階調で発光動作させるための最高階
調電圧に設定されていることを特徴とする請求項２９乃至３１のいずれかに記載の表示装
置の駆動制御方法。
【請求項３３】
　前記電流成分の電流値を測定するステップは、前記走査駆動回路により前記表示画素に
印加される前記走査信号に基づいて実行されることを特徴とする請求項２９乃至３２のい
ずれかに記載の表示装置の駆動制御方法。
【請求項３４】
　前記電流成分の電流値を測定するステップは、前記信号駆動回路により前記表示画素に
印加される前記階調信号電圧に基づいて実行されることを特徴とする請求項２９乃至３２
のいずれかに記載の表示装置の駆動制御方法。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、表示駆動装置及び表示装置並びにその駆動制御方法に関し、特に、表示データ
に応じた電流を供給することにより所定の輝度階調で発光する電流制御型（又は、電流駆
動型）の発光素子を、複数配列してなる表示パネル（画素アレイ）に適用可能な表示駆動
装置、及び、該表示駆動装置を備えた表示装置、並びに、該表示装置における駆動制御方
法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、パーソナルコンピュータや映像機器のモニタやディスプレイとして、液晶表示装置
（ＬＣＤ）等の陰極線管（ＣＲＴ）を適用した表示装置に替わる表示デバイスの普及が著
しい。特に、液晶表示装置は、旧来の表示装置に比較して、薄型軽量化、省スペース化、
低消費電力化等が可能であるため、急速に普及している。また、比較的小型の液晶表示装
置は、近年普及が著しい携帯電話やデジタルビデオカメラ、デジタルスチルカメラ、携帯
情報端末（ＰＤＡ）等の表示デバイスとしても広く適用されている。
【０００３】
このような液晶表示装置に続く次世代の表示デバイス（ディスプレイ）として、有機エレ
クトロルミネッセンス素子（以下、「有機ＥＬ素子」と略記する）や無機エレクトロルミ
ネッセンス素子（「無機ＥＬ素子」と略記する）、あるいは、発光ダイオード（ＬＥＤ）
等のような自己発光型の光学要素を、マトリクス状に配列した表示パネルを備えた発光素
子型の表示デバイス（以下、「発光素子型ディスプレイ」と記す）の本格的な実用化が期
待されている。
【０００４】
特に、アクティブマトリックス駆動方式を適用した発光素子型ディスプレイは、上記液晶
表示装置に比較して、表示応答速度が速く、視野角依存性もなく、また、高輝度・高コン
トラスト化、表示画質の高精細化、低消費電力化等が可能であるとともに、液晶表示装置
のようにバックライトを必要としないので、一層の薄型軽量化が可能であるという極めて
優位な特徴を有している。
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【０００５】
ここで、上述した発光素子型ディスプレイにおいては、発光素子の動作（発光状態）を制
御するための駆動制御機構や制御方法が種々提案されている。例えば、特許文献１等に記
載されているように、表示パネルを構成する各表示画素に、上記発光素子に加えて、該発
光素子を発光駆動制御するための複数のスイッチング素子からなる駆動回路（以下、便宜
的に、「発光駆動回路」と記す）を備えた構成が知られている。
【０００６】
図２１は、従来技術における有機ＥＬ素子を備えた発光素子型ディスプレイの各表示画素
の回路構成例を示す等価回路図である。
特許文献１に記載された表示画素は、図２１に示すように、表示パネル（図示を省略）に
マトリクス状に配設された複数の走査ライン（走査線）ＳＬ及びデータライン（信号線）
ＤＬの各交点近傍に、ゲート端子が走査ラインＳＬに、ソース端子及びドレイン端子がデ
ータラインＤＬ及び接点Ｎ４１に各々接続された薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）Ｔｒ４１と
、ゲート端子が接点Ｎ４１に、ソース端子が接地電位Ｖgndに各々接続された薄膜トラン
ジスタＴｒ４２と、を備えた発光駆動回路ＤＣＰ、及び、該発光駆動回路ＤＣＰの薄膜ト
ランジスタＴｒ４２のドレイン端子にアノード端子が接続され、カソード端子が接地電位
Ｖgndよりも低い負電圧からなる定電源電圧Ｖssに接続された有機ＥＬ素子ＯＥＬを有し
て構成されている。
【０００７】
なお、図２１において、Ｃｐは、薄膜トランジスタＴｒ４２のゲート－ソース間に形成さ
れる寄生容量（保持容量）である。また、薄膜トランジスタＴｒ４１はｎチャンネル型Ｍ
ＯＳトランジスタ（ＮＭＯＳトランジスタ）により構成され、薄膜トランジスタＴｒ４２
はｐチャンネル型ＭＯＳトランジスタ（ＰＭＯＳトランジスタ）により構成されている。
そして、このような構成を有する発光駆動回路ＤＣＰにおいては、以下に示すように、薄
膜トランジスタＴｒ４１及びＴｒ４２からなる２個のトランジスタ（スイッチング手段）
を所定のタイミングでオン、オフ制御することにより、有機ＥＬ素子ＯＥＬを発光制御す
る。
【０００８】
すなわち、発光駆動回路ＤＣＰにおいて、まず、図示を省略したゲートドライバ（走査線
駆動回路）により、走査ラインＳＬにハイレベルの走査信号Ｖselを印加して表示画素を
選択状態に設定すると、薄膜トランジスタＴｒ４１がオン動作し、図示を省略したデータ
ドライバ（データ線駆動回路）によりデータラインＤＬに印加された、表示データ（画像
信号）に応じた階調信号電圧Ｖpixが薄膜トランジスタＴｒ４１を介して、薄膜トランジ
スタＴｒ４２のゲート端子に印加される。これにより、薄膜トランジスタＴｒ４２が上記
信号電圧Ｖpixに応じた導通状態でオン動作して、接地電位Ｖgndから薄膜トランジスタＴ
ｒ４２を介して定電源電圧Ｖss方向に所定の発光駆動電流が流れ、有機ＥＬ素子ＯＥＬが
上記表示データ（階調信号電圧Ｖpix）に応じた輝度階調で発光する。
【０００９】
次いで、走査ラインＳＬにローレベルの走査信号Ｖselを印加して表示画素を非選択状態
に設定すると、薄膜トランジスタＴｒ４１がオフ動作することにより、データラインＤＬ
と発光駆動回路ＤＣＰとが電気的に遮断される。これにより、薄膜トランジスタＴｒ４２
のゲート端子に印加されていた電圧が寄生容量Ｃｐにより保持されて、薄膜トランジスタ
Ｔｒ４２は、オン状態を維持することになり、接地電位Ｖgndから薄膜トランジスタＴｒ
４２を介して有機ＥＬ素子ＯＥＬに発光駆動電流が流れる状態が維持され、発光動作が継
続される。この発光動作は、次の表示データに応じた信号電圧Ｖpixが各表示画素に書き
込まれるまで、例えば、１フレーム期間継続されるように制御される。
このような駆動制御方法は、各表示画素（薄膜トランジスタＴｒ４２）に印加する電圧（
階調信号電圧Ｖpix）を調整することにより、有機ＥＬ素子ＯＥＬに流す発光駆動電流の
電流値を制御して、所定の輝度階調で発光動作させていることから、電圧駆動方式又は電
圧印加方式と呼ばれている。
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【００１０】
【特許文献１】
特開２００２－１５６９２３号公報　（第４頁、図２）
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述したような発光駆動回路を表示画素に備えた表示装置においては、以
下に示すような問題を有していた。
すなわち、図２１に示したような発光駆動回路においては、２個の薄膜トランジスタＴｒ
４１及びＴｒ４２の素子特性（チャネル抵抗等）や有機ＥＬ素子ＯＥＬの素子特性（抵抗
等）が、周囲の温度等の外的環境や使用時間に依存して変化（劣化）した場合には、有機
ＥＬ素子ＯＥＬに供給される発光駆動電流の電流値に影響を与えるため、長期間にわたり
安定的に所望の発光特性（所定の輝度階調での表示）を実現することが困難になるという
問題を有していた。
【００１２】
また、表示画質の高精細化を図るために、表示パネルを構成する各表示画素を微細化する
と、発光駆動回路を構成する薄膜トランジスタＴｒ４１及びＴｒ４２の動作特性（ソース
－ドレイン間電流等）のバラツキが大きくなるため、適正な階調制御が行えなくなり、各
表示画素の表示特性にバラツキが生じて画質の劣化を招くという問題を有していた。
【００１３】
そこで、本発明は、上述した種々の問題点に鑑み、表示画素（発光素子）を所望の輝度階
調で発光動作させるディスプレイにおいて、外的環境の変化や経時劣化による各表示画素
の発光特性のバラツキを抑制して、表示データに応じた適切な輝度階調で発光動作させる
ことができる発光駆動装置を提供し、以て、画像情報を良好に表示することができる表示
装置並びにその駆動制御方法を提供することを目的とする。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
　請求項１記載の表示駆動装置は、行方向に延伸して配列された複数の走査線及び列方向
に延伸して配列された複数の信号線の各交点に配列された複数の表示画素を有する表示パ
ネルを表示信号に応じて駆動する表示駆動装置において、第１のクロック信号が供給され
、前記複数の走査線の各々に沿って配列された前記各表示画素を選択状態とする走査信号
を出力するタイミングを設定する第１の出力信号を出力する第１のシフトレジスタ回路と
、第２のクロック信号が供給され、前記複数の信号線の各々に対応した第２の出力信号を
出力する第２のシフトレジスタ回路と、前記表示信号を前記第２のシフトレジスタ回路よ
り供給される前記第２の出力信号に応じたタイミングで順次取り込み、取り込んだ前記表
示信号を出力する表示信号保持回路と、前記表示信号保持回路より出力される前記表示信
号に基づいて、前記表示パネルに前記表示信号に応じた画像表示を行わせる制御を行う駆
動制御回路と、前記表示信号を特定の信号に設定し、前記表示信号保持回路に取り込まれ
て出力される前記特定の信号に応じた特定の信号電圧を、前記各走査信号により選択状態
にされた、前記走査線に沿って行方向に配列された複数の前記表示画素、又は、前記信号
線に沿って列方向に配列された複数の前記表示画素に一括して印加した後、前記特定の信
号電圧が印加された前記複数の表示画素の各々から、前記第１のシフトレジスタ回路から
出力される前記第１の出力信号及び前記第２のシフトレジスタ回路から出力される前記第
２の出力信号に基づくタイミングで、当該表示画素の発光特性に関連する特定量を順次抽
出する特定量抽出手段と、前記抽出された特定量を記憶する記憶手段と、前記特定量に基
づく補正値を用いて、前記表示画素を所望の輝度階調で発光動作させるための前記表示信
号を補正する信号補正手段と、を備えることを特徴とする。
【００１５】
請求項２記載の表示駆動装置は、請求項１記載の表示駆動装置において、前記特定量抽出
手段は、前記表示画素に対して、前記特定の信号電圧を印加した場合の、該表示画素に流
れる駆動電流に対応する電流成分の電流値を前記特定量として測定することを特徴とする



(9) JP 4158570 B2 2008.10.1

10

20

30

40

50

。
請求項３記載の表示駆動装置は、請求項２記載の表示駆動装置において、前記特定量抽出
手段は、前記表示画素に対して、前記特定の信号電圧を印加した場合の、前記表示画素に
流れる前記駆動電流に対応して蓄積された電圧成分に基づいて、該表示画素に流れる電流
の電流値を前記特定量として測定することを特徴とする。
【００１６】
請求項４記載の表示駆動装置は、請求項２記載の表示駆動装置において、前記特定量抽出
手段は、前記表示画素に対して、前記特定の信号電圧を印加した場合の、前記表示画素に
流れる前記駆動電流に対応して蓄積された電圧成分に基づいて、前記表示駆動装置に流れ
る電流の電流値を前記特定量として測定することを特徴とする。
請求項５記載の表示駆動装置は、請求項２乃至４のいずれかに記載の表示駆動装置におい
て、前記特定量抽出手段は、前記特定量として測定された電流値をデジタル信号に変換し
て抽出することを特徴とする。
【００１７】
請求項６記載の表示駆動装置は、請求項２乃至５のいずれかに記載の表示駆動装置におい
て、前記信号補正手段は、前記測定された電流値と、前記表示画素に前記特定の信号電圧
を印加した場合の、該表示画素に流れる前記駆動電流の理想値との差分に基づいて、前記
補正値を設定することを特徴とする。
請求項７記載の表示駆動装置は、請求項６記載の表示駆動装置において、前記信号補正手
段は、前記表示画素の各々に対応する前記表示信号に、前記補正値を加算する補正処理を
実行することを特徴とする。
【００１８】
請求項８記載の表示駆動装置は、請求項２記載の表示駆動装置において、前記特定量抽出
手段は、前記表示画素に対して、前記特定の信号電圧を印加する書込動作時には、前記表
示画素に前記駆動電流を流すための駆動電源電圧を印加し、前記表示画素の各々から前記
特定量を抽出する読出動作時には、前記表示画素への前記駆動電源電圧の印加を遮断する
ことを特徴とする。
請求項９記載の表示駆動装置は、請求項８記載の表示駆動装置において、前記特定量抽出
手段は、少なくとも、前記書込動作時に、前記表示画素に前記駆動電源電圧を印加する書
込制御スイッチと、前記読出動作時に、前記表示画素から前記特定量を抽出する読出制御
スイッチと、を備えることを特徴とする。
【００２０】
　請求項１０記載の表示駆動装置は、請求項８又は９記載の表示駆動装置において、前記
特定量抽出手段は、前記書込動作時に、前記表示パネルに配列された前記表示画素ごとに
、前記特定の信号電圧を順次個別に印加し、前記読出動作時に、前記表示画素の各々から
前記特定量を個別に抽出することを特徴とする。
　請求項１１記載の表示駆動装置は、請求項１乃至９のいずれかに記載の表示駆動装置に
おいて、前記特定の信号電圧は、前記表示画素を最高の輝度階調で発光動作させるための
最高階調電圧に設定されていることを特徴とする。
【００２１】
　請求項１２記載の表示駆動装置は、請求項８乃至１１のいずれかに記載の表示駆動装置
において、前記特定量抽出手段は、前記複数の表示画素を選択状態に設定する走査信号に
基づいて、前記読出動作を実行することを特徴とする。
　請求項１３記載の表示駆動装置は、請求項８乃至１１のいずれかに記載の表示駆動装置
において、前記特定量抽出手段は、前記複数の表示画素を所望の輝度階調で発光動作させ
る階調信号電圧に基づいて、前記読出動作を実行することを特徴とする。
【００２２】
　請求項１４記載の表示装置は、行及び列方向に延伸して配設された複数の走査線及び信
号線の各交点に、複数の表示画素が配列された表示パネルと、第１のクロック信号が供給
され、該第１のクロック信号に応じたタイミングで前記複数の走査線の各々に対応する第
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１の出力信号を出力する第１のシフトレジスタ回路を有し、前記第１の出力信号に応じた
タイミングで前記表示パネルの各行ごとの前記表示画素を選択状態に設定する走査信号を
出力する走査駆動回路と、第２のクロック信号が供給され、前記複数の信号線の各々に対
応した第２の出力信号を出力する第２のシフトレジスタ回路と、所望の画像情報を表示す
るための表示信号を前記第２のシフトレジスタ回路より供給される前記第２の出力信号に
応じたタイミングで順次取り込み、取り込んだ前記表示信号を出力する表示信号保持回路
と、前記表示信号保持回路から出力される前記表示信号に応じた階調信号電圧を生成し、
前記選択状態に設定された行の前記表示画素に印加する信号駆動回路と、前記表示画素の
各々の発光特性に応じて、前記表示画素を所望の輝度階調で発光動作させるための表示信
号を補正する補正制御回路と、を備え、前記補正制御回路は、前記表示信号を特定の信号
に設定し、前記信号駆動回路における前記表示信号保持回路に取り込まれて出力される前
記特定の信号に応じた特定の信号電圧を、走査駆動回路より出力される前記各走査信号に
より選択状態にされた、前記走査線に沿って行方向に配列された複数の前記表示画素、又
は、前記信号線に沿って列方向に配列された複数の前記表示画素に一括して印加した後、
前記特定の信号電圧が印加された前記複数の表示画素の各々から、前記走査駆動回路にお
ける前記第１のシフトレジスタ回路から出力される前記第１の出力信号及び前記信号駆動
回路における前記第２のシフトレジスタ回路から出力される前記第２の出力信号に基づく
タイミングで、当該表示画素の発光特性に関連する特定量を順次抽出する特定量抽出手段
と、前記抽出された特定量を記憶する記憶手段と、前記特定量に基づく補正値を用いて、
前記表示信号を補正して前記信号駆動回路に供給する信号補正手段と、を有することを特
徴とする。
【００２３】
　請求項１５記載の表示装置は、請求項１４記載の表示装置において、前記表示画素は、
前記階調信号電圧に応じた電流値を有する駆動電流を流すとともに、該階調信号電圧に応
じた電圧成分を蓄積する発光駆動回路と、前記駆動電流の電流値に応じた輝度階調で発光
動作する電流制御型の発光素子と、を備え、前記補正制御回路は、前記表示画素に対して
、前記特定の信号電圧を印加した場合の、前記発光素子に流れる駆動電流に対応する電流
成分の電流値を前記特定量として測定することを特徴とする。
【００２４】
　請求項１６記載の表示装置は、請求項１５記載の表示装置において、前記補正制御回路
は、前記表示画素に対して、前記特定の信号電圧を印加した場合の、前記発光駆動回路に
蓄積された前記電圧成分に基づいて、前記発光素子に流れる電流の電流値を前記特定量と
して測定することを特徴とする。
　請求項１７記載の表示装置は、請求項１５記載の表示装置において、前記特定量抽出手
段は、前記表示画素に対して、前記特定の信号電圧を印加した場合の、前記発光素子に流
れる駆動電流に応じた電圧成分を蓄積する蓄積手段を備え、前記補正制御回路は、前記表
示画素に対して、前記特定の信号電圧を印加した場合の、前記特定量抽出手段に蓄積され
た前記電圧成分に基づいて、前記補正制御回路に流れる電流の電流値を前記特定量として
測定することを特徴とする。
【００２５】
　請求項１８記載の表示装置は、請求項１５乃至１７のいずれかに記載の表示装置におい
て、前記補正制御回路は、前記特定量として測定された電流値をデジタル信号に変換して
、前記記憶手段に記憶することを特徴とする。
　請求項１９記載の表示装置は、請求項１５乃至１８のいずれかに記載の表示装置におい
て、前記補正制御回路は、前記測定された電流値と、前記表示画素に前記特定の信号電圧
を印加した場合の、該表示画素に流れる前記駆動電流の理想値との差分に基づいて、前記
補正値を設定し、前記表示画素の各々に対応する前記表示信号に、前記補正値を加算する
補正処理を実行することを特徴とする。
【００２６】
　請求項２０記載の表示装置は、請求項１５乃至１９のいずれかに記載の表示装置におい
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て、前記補正制御回路は、前記表示画素に対して、前記特定の信号電圧を印加する書込動
作時には、前記表示画素に前記駆動電流を流すための駆動電源電圧を印加し、前記表示画
素の各々から前記特定量を抽出する読出動作時には、前記表示画素への前記駆動電源電圧
の印加を遮断することを特徴とする。
【００２７】
　請求項２１記載の表示装置は、請求項２０記載の表示装置において、前記補正制御回路
は、前記書込動作時に、前記表示パネルに配列された前記表示画素ごとに、前記特定の信
号電圧を順次個別に印加し、前記読出動作時に、前記表示画素の各々から前記特定量を個
別に抽出することを特徴とする。
【００２８】
　請求項２２記載の表示装置は、請求項１４乃至２１のいずれかに記載の表示装置におい
て、前記特定の信号電圧は、前記発光素子を最高の輝度階調で発光動作させるための最高
階調電圧に設定されていることを特徴とする。
　請求項２３記載の表示装置は、請求項２０乃至２２のいずれかに記載の表示装置におい
て、前記補正制御回路は、前記走査駆動回路により前記表示画素に印加される前記走査信
号に基づいて、前記読出動作を実行することを特徴とする。
【００２９】
　請求項２４記載の表示装置は、請求項２０乃至２２のいずれかに記載の表示装置におい
て、前記補正制御回路は、前記信号駆動回路により前記表示画素に印加される前記階調信
号電圧に基づいて、前記読出動作を実行することを特徴とする。
　請求項２５記載の表示装置は、請求項１４乃至２４のいずれかに記載の表示装置におい
て、前記補正制御回路は、前記表示パネルを構成する基板上に、前記表示画素とともに一
体的に形成されていることを特徴とする。
　請求項２６記載の表示装置は、請求項２３記載の表示装置において、前記補正制御回路
は、前記走査駆動回路と一体的に形成されていることを特徴とする。
　請求項２７記載の表示装置は、請求項２４記載の表示装置において、前記補正制御回路
は、前記信号駆動回路と一体的に形成されていることを特徴とする。
【００３０】
　請求項２８記載の表示装置は、請求項１４乃至２７のいずれかに記載の表示装置におい
て、前記補正制御回路は、少なくとも、前記書込動作時に、前記表示画素に前記駆動電源
電圧を印加するｎチャネル型トランジスタからなる書込制御スイッチと、前記読出動作時
に、前記表示画素から前記特定量を抽出するｎチャネル型トランジスタからなる読出制御
スイッチと、を備え、前記発光駆動回路は、少なくとも、前記走査駆動回路から印加され
る前記走査信号により、前記信号駆動回路から印加される前記階調信号電圧を取り込むｎ
チャネル型トランジスタからなる選択スイッチと、前記階調信号電圧に応じた電流値を有
する駆動電流を流すｎチャネル型トランジスタからなる発光駆動スイッチと、を備えるこ
とを特徴とする。
【００３１】
　請求項２９記載の表示装置の駆動制御方法は、行及び列方向に延伸して配設された複数
の走査線及び信号線の各交点に、複数の表示画素が配列された表示パネルと、所定のタイ
ミングで前記表示パネルの各行ごとの前記表示画素に走査信号を順次印加して、選択状態
に設定する走査駆動回路と、所望の画像情報を表示するための表示信号に応じた階調信号
電圧を生成し、前記選択状態に設定された行の前記表示画素に印加する信号駆動回路と、
を備え、前記信号駆動回路により前記表示画素の各々に、前記階調信号電圧を印加するこ
とにより、前記表示画素を所定の輝度階調で発光動作させて、前記表示パネルに所望の画
像情報を表示する表示装置の駆動制御方法において、前記走査駆動回路は、第１のクロッ
ク信号に応じたタイミングで前記複数の走査線の各々に対応する第１の出力信号を出力し
、前記第１の出力信号に応じたタイミングで前記表示パネルの各行ごとの前記表示画素に
走査信号を順次印加して選択状態に設定し、前記信号駆動回路は、第２のクロック信号に
応じたタイミングで前記複数の信号線の各々に対応する第２の出力信号を出力し、所望の
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画像情報を表示するための表示信号を前記第２の出力信号に応じたタイミングで順次取り
込み、出力し、前記表示信号に応じた階調信号電圧を生成し、前記選択状態に設定された
行の前記表示画素に印加し、前記表示信号を特定の信号に設定し、前記信号駆動回路に取
り込まれて出力される前記特定の信号に応じた特定の信号電圧を、走査駆動回路より出力
される前記各走査信号により選択状態にされた、前記走査線に沿って行方向に配列された
複数の前記表示画素、又は、前記信号線に沿って列方向に配列された複数の前記表示画素
に対して、特定の信号電圧を一括して印加するステップと、前記特定の信号電圧が印加さ
れた前記複数の表示画素の各々から、前記走査駆動回路における前記第１の出力信号及び
前記信号駆動回路における前記第２の出力信号に基づくタイミングで、当該表示画素に流
れる駆動電流に対応する電流成分の電流値を測定するステップと、前記測定された電流値
と、前記表示画素に前記特定の信号電圧を印加した場合の、該表示画素に流れる前記駆動
電流の理想値との差分に基づいて、補正値を生成するステップと、前記表示画素の各々に
対応する前記表示信号に、前記補正値を加算する補正処理を行って前記信号駆動回路に供
給するステップと、を含むことを特徴とする。
【００３２】
　請求項３０記載の表示装置の駆動制御方法は、請求項２９記載の表示装置の駆動制御方
法において、前記表示画素は、前記階調信号電圧に応じた電流値を有する駆動電流を流す
とともに、該階調信号電圧に応じた電圧成分を蓄積する発光駆動回路と、前記駆動電流の
電流値に応じた輝度階調で発光動作する電流制御型の発光素子と、を備え、前記電流成分
の電流値を測定するステップは、前記発光駆動回路に対して、前記特定の信号電圧を印加
した場合の、前記発光素子に流れる駆動電流に対応する電流成分の電流値を測定すること
を特徴とする。
【００３５】
　請求項３１記載の表示装置の駆動制御方法は、請求項２９又は３０記載の表示装置の駆
動制御方法において、前記特定の信号電圧を印加するステップは、前記書込動作時に、前
記表示パネルに配列された前記表示画素ごとに、前記特定の信号電圧を順次個別に印加し
、前記電流成分の電流値を測定するステップは、前記表示画素の各々から前記特定量を個
別に抽出することを特徴とする。
　請求項３２記載の表示装置の駆動制御方法は、請求項２９乃至３１のいずれかに記載の
表示装置の駆動制御方法において、前記特定の信号電圧は、前記発光素子を最高の輝度階
調で発光動作させるための最高階調電圧に設定されていることを特徴とする。
【００３６】
　請求項３３記載の表示装置の駆動制御方法は、請求項２９乃至３２のいずれかに記載の
表示装置の駆動制御方法において、前記電流成分の電流値を測定するステップは、前記走
査駆動回路により前記表示画素に印加される前記走査信号に基づいて実行されることを特
徴とする。
　請求項３４記載の表示装置の駆動制御方法は、請求項２９乃至３２のいずれかに記載の
表示装置の駆動制御方法において、前記電流成分の電流値を測定するステップは、前記信
号駆動回路により前記表示画素に印加される前記階調信号電圧に基づいて実行されること
を特徴とする。
【００３７】
　すなわち、本発明に係る表示駆動装置及び該表示駆動装置を備えた表示装置並びにその
駆動制御方法は、表示信号（表示データ）に応じた階調信号電圧を各表示画素に印加する
ことにより、各表示画素を構成する発光素子を所定の輝度階調で発光動作させて、所望の
画像情報を表示パネルに表示する表示装置において、信号駆動回路（データドライバ）に
より、走査線に沿って行方向に配列された複数の表示画素、又は、前記信号線に沿って列
方向に配列された複数の表示画素に特定の信号電圧（例えば、最高階調電圧）を一括して
印加し、特定の信号電圧が印加された各表示画素から、発光素子の発光特性に関連する特
定量として、発光素子に流れる駆動電流（書込電流）の電流値を、表示駆動装置（補正制
御回路）により直接又は間接的に測定し、その電流値と、上記特定の信号電圧を印加した
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場合の発光素子に流れる駆動電流の設定値（理想値）との差分に基づいて補正値を生成し
、該補正値を用いて表示画素の各々に対応する表示信号を補正する処理を行って、信号駆
動回路に供給するように構成されている。
【００３８】
これによれば、表示画素（発光素子）の発光特性に関連した特定量（駆動電流に対応する
電流成分の電流値）に基づいて、表示信号を補正することができるので、各表示画素に発
光素子の発光特性に応じた（発光特性のバラツキや劣化を補填することができる電圧値に
設定された）階調信号電圧を印加することができ、発光素子に、予め設定された理想値に
近似した電流値を有する発光駆動電流を流すことができ、表示信号に良好に対応した輝度
階調で発光素子を発光動作させることができる。
【００３９】
ここで、表示パネルを構成する各表示画素は、階調信号電圧に応じた電流値を有する駆動
電流を流すとともに、該階調信号電圧に応じた電圧成分を蓄積する発光駆動回路と、該駆
動電流の電流値に応じた輝度階調で発光動作する電流制御型の発光素子と、を備えた構成
を適用することができ、この場合、発光素子の発光特性に関連する特定量として、表示画
素に対して、特定の信号電圧を印加した場合の、発光駆動回路に蓄積された電圧成分に基
づいて、発光素子に流れる電流（測定電流≒書込電流）の電流値を測定する手法を適用す
ることができる。
【００４０】
これよれば、通常の画像表示動作において表示画素（発光駆動回路）に階調信号電圧を実
際に印加した場合と同等の条件で、表示画素の発光特性に関連する特定量を抽出すること
ができるので、発光素子の素子特性のみならず、発光駆動回路を構成するトランジスタや
容量素子等の機能素子の素子特性をも含めた特定量を取得することができる。
【００４１】
また、表示駆動装置（補正制御回路）として、表示画素に対して、特定の信号電圧を印加
した場合の、発光素子に流れる駆動電流に応じた電圧成分を蓄積する蓄積手段を備えた構
成を適用することができ、この場合、発光素子の発光特性に関連する特定量として、表示
画素に対して、特定の信号電圧を印加した場合の、当該蓄積手段に蓄積された電圧成分に
基づいて、表示駆動装置（補正制御回路）に流れる電流（測定電流）の電流値を測定する
手法を適用することができる。
【００４２】
これよれば、各表示画素の表示パネル上での配置位置に関わらず、表示駆動装置（補正制
御回路）に流れる電流の電流値に基づいて、全ての表示画素の発光特性に関連する特定量
を抽出することができるので、表示画素が微細化された場合や表示パネルが大型化された
場合であっても、上記表示駆動装置（補正制御回路）に流れる電流を早期に安定化させて
、迅速に特定量を取得することができる。
【００４３】
なお、表示画素の発光特性に関連する特定量を抽出する手法としては、表示パネルの行方
向に配列された複数の表示画素ごと、又は、列方向に配列された複数の表示画素ごとに、
特定の信号電圧を一括して印加し、表示画素の各々から特定量を順次個別に抽出するもの
であってもよいし、あるいは、任意の位置に配置された表示画素ごとに、特定の信号電圧
を印加し、表示画素の各々から特定量を個別に抽出するものであってもよい。
【００４４】
また、上記表示駆動装置（補正制御回路）を、表示パネルの走査駆動回路（ゲートドライ
バ）側に配置した構成、もしくは、走査駆動回路と一体的に設けた構成においては、上記
表示画素から特定量を抽出する動作を、走査駆動回路により表示画素に印加される走査信
号を用いて実行制御するものであってもよい。また、上記表示駆動装置（補正制御回路）
を、表示パネルの信号駆動回路（データドライバ）側に配置した構成、もしくは、信号駆
動回路と一体的に設けた構成においては、上記表示画素から特定量を抽出する動作を、信
号駆動回路により表示画素に印加される階調信号電圧を用いて実行制御するものであって
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もよい。これによれば、表示駆動装置（補正制御回路）を動作制御するための構成を簡素
化することができる。
【００４５】
さらに、上記表示駆動装置（補正制御回路）は、全て又は一部の構成が表示パネルを構成
する基板上に、表示画素とともに一体的に薄膜形成された構成を有するものであってもよ
い。これによれば、既存の走査駆動回路や信号駆動回路のドライバチップ（ＩＣチップ）
をそのまま使用することができ、本発明に係る表示装置を大幅な設計変更を伴うことなく
、安価に実現することができる。また、上記表示駆動装置（補正制御回路）の全て又は一
部の構成を、走査駆動回路や信号駆動回路と一体的に形成し、単一のドライバチップに内
蔵した構成を有するものであってもよい。これによれば、少なくとも補正制御回路と走査
駆動回路又は信号駆動回路をユニット化することができ、既存の表示パネルとの接続構造
やプロセスをそのまま適用することができ、製造工程の簡素化を図ることができる。
【００４６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係る表示駆動装置及び表示装置並びにその駆動制御方法について、実施の
形態を示して詳しく説明する。
＜表示装置の第１の実施形態＞
まず、本発明に係る表示駆動装置を適用可能な表示装置の概略構成について、図面を参照
して説明する。
【００４７】
図１は、本発明に係る表示駆動装置を適用した表示装置の全体構成の第１の実施形態を示
すブロック図であり、図２は、本実施形態に係る表示装置の要部構成を示す概略構成図で
ある。
なお、図２においては、図示の都合上、ゲートドライバを表示パネルの左側に配置して示
す（図１においては、表示パネルの右側）。また、以下の説明においては、表示パネルを
構成する表示画素として、有機ＥＬ素子を備えた構成を示すが、本発明に係る表示装置は
これに限るものではなく、供給される発光駆動電流（駆動電流）の電流値に応じた輝度階
調で発光動作する電流制御型の発光素子であれば、有機ＥＬ素子の他に、例えば、発光ダ
イオード等を発光素子として良好に適用することができる。
【００４８】
図１、図２に示すように、本実施形態に係る表示装置１００Ａは、概略、相互に直交する
ように配設された複数の走査ライン（走査線）ＳＬ１、ＳＬ２、・・・ＳＬｎ（以下、「
走査ラインＳＬ」とも記す）と複数のデータライン（信号線）ＤＬ１、ＤＬ２、・・・Ｄ
Ｌｍ（以下、「データラインＤＬ」とも記す）との各交点近傍に、画素駆動回路（発光駆
動回路）ＤＣＡ及び有機ＥＬ素子（電流制御型の発光素子）ＯＥＬを備えた複数の表示画
素が配列された表示パネル１１０Ａと、該表示パネル１１０Ａの走査ラインＳＬに接続さ
れ、各走査ラインＳＬに所定のタイミングで順次ハイレベルの走査信号Ｖscan1、Ｖscan2
、・・・ＶscanN（以下、「走査信号Ｖscan」とも記す）を印加することにより、行ごと
の表示画素群を選択状態に設定（走査）するゲートドライバ（走査駆動回路）１２０と、
表示パネル１１０ＡのデータラインＤＬに接続され、表示データに基づいて、階調信号電
圧Ｖdata1、Ｖdata2、・・・ＶdataM（以下、「階調信号電圧Ｖdata」とも記す）を生成
して、各データラインＤＬに供給するデータドライバ（信号駆動回路）１３０と、所定の
タイミングで各表示画素に設けられた有機ＥＬ素子ＯＥＬの発光特性（又は、素子特性）
に関連する特定量を測定し、当該発光特性に基づいて、データドライバ１３０に供給され
る表示データを補正する補正制御回路（表示駆動装置）１４０Ａと、後述する表示信号生
成回路１６０から供給されるタイミング信号に基づいて、少なくとも、ゲートドライバ１
２０及びデータドライバ１３０、補正制御回路１４０Ａの動作状態を制御する走査制御信
号及びデータ制御信号、補正制御信号を生成、出力するシステムコントローラ１５０と、
表示装置１００Ａの外部から供給される映像信号に基づいて、デジタル信号からなる表示
データを生成して、上記補正制御回路１４０Ａを介してデータドライバ１３０に供給する
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とともに、該表示データを表示パネル１１０Ａに画像表示するためのタイミング信号（シ
ステムクロック等）を抽出、又は、生成してシステムコントローラ１５０に供給する表示
信号生成回路１６０と、を備えて構成されている。
【００４９】
以下、上記各構成について説明する。
（表示パネル１１０Ａ）
本実施形態に係る表示装置に適用可能な表示パネル１１０Ａは、例えば、図２に示すよう
に、相互に直交するように配設された走査ラインＳＬ及びデータラインＤＬに加え、各デ
ータラインＤＬに並列に配設された電源ラインＶＬ１、ＶＬ２、・・・ＶＬｍ（以下、「
電源ラインＶＬ」とも記す）とを備え、走査ラインＳＬと、データラインＤＬ及び電源ラ
インＶＬとの各交点に、上述した従来技術（図２１参照）に示した発光駆動回路ＤＣＰと
同等の回路構成を有する画素駆動回路ＤＣＡと有機ＥＬ素子ＯＥＬを備えた表示画素が接
続された構成を有している。
【００５０】
ここで、各表示画素は、ゲート端子が走査ラインＳＬに、ソース端子及びドレイン端子が
データラインＤＬ及び接点Ｎ１１に各々接続された薄膜トランジスタ（選択トランジスタ
；選択スイッチ）Ｔｒ１１と、ゲート端子が接点Ｎ１１に、ソース端子が電源ラインＶＬ
に各々接続された薄膜トランジスタ（発光駆動トランジスタ；発光駆動スイッチ）Ｔｒ１
２と、を備えた画素駆動回路ＤＣＡ、及び、該画素駆動回路ＤＣＰの薄膜トランジスタＴ
ｒ１２のドレイン端子にアノード端子が接続され、カソード端子が接地電位（Ｖgnd）に
接続された有機ＥＬ素子ＯＥＬを有して構成されている。なお、図２に示した画素駆動回
路ＤＣＡにおいて、Ｃａは薄膜トランジスタＴｒ１２のゲート－ソース間に形成される寄
生容量である。
【００５１】
このような表示画素において、所定のタイミングでゲートドライバ１２０から走査ライン
ＳＬに印加される走査信号Ｖscan、及び、データドライバ１３０からデータラインＤＬに
印加される階調信号電圧Ｖdata、後述する補正制御回路１４０Ａから電源ラインＶＬに印
加される電源電圧（駆動電源電圧）Ｖddに基づいて、各表示画素において、画素駆動回路
ＤＣＡにより有機ＥＬ素子の発光動作及び発光時の輝度階調が制御される。詳しくは後述
する。
【００５２】
（ゲートドライバ１２０）
ゲートドライバ１２０は、システムコントローラ１５０から供給される走査制御信号に基
づいて、各走査ラインＳＬにハイレベルの走査信号Ｖscanを順次印加することにより、各
行ごとの表示画素群を選択状態とし、データドライバ１３０によりデータラインＤＬを介
して印加される所定の階調信号電圧Ｖdataの、画素駆動回路ＤＣＡへの書き込みを行うよ
うに制御する。
【００５３】
ここで、ゲートドライバ１２０は、具体的には、例えば、図２に示すように、シフトレジ
スタとバッファからなるシフトブロックＳＢを、各走査ラインＳＬに対応させて複数段備
え、後述するシステムコントローラ１５０から供給される走査制御信号（走査スタート信
号ＳＳＴ、走査クロック信号ＳＣＫ等）に基づいて、シフトレジスタにより表示パネル１
１０Ａの上方から下方にシフト信号を順次シフトしつつ、生成されたシフト信号を、バッ
ファを介して所定の電圧レベル（ハイレベル）に変換して走査信号Ｖscanとして各走査ラ
インＳＬに出力する。
【００５４】
（データドライバ１３０）
図３は、本実施形態に係る表示装置に適用されるデータドライバの要部構成を示すブロッ
ク図である。
データドライバ１３０は、システムコントローラ１５０から供給されるデータ制御信号（
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出力イネーブル信号ＯＥ、データラッチ信号ＳＴＢ、サンプリングスタート信号ＳＴＲ、
シフトクロック信号ＣＬＫ等）に基づいて、表示信号生成回路１６０から出力され、補正
制御回路１４０Ａを介して供給されるデジタル信号からなる表示データ（補正後データ）
を所定のタイミングで取り込んで保持し、該表示データに対応する信号電圧（アナログ信
号）を生成して、階調信号電圧Ｖdataとして各データラインＤＬに印加する。
【００５５】
ここで、データドライバ１３０は、具体的には、図３に示すように、システムコントロー
ラ１５０から供給されるデータ制御信号（シフトクロック信号ＣＬＫ、サンプリングスタ
ート信号ＳＴＲ）に基づいて、順次シフト信号を出力するシフトレジスタ回路１３１と、
該シフト信号の入力タイミングに基づいて、表示信号生成回路１６０から供給される１行
分の表示データＤ０～Ｄｍを順次取り込むデータレジスタ回路１３２と、データ制御信号
（データラッチ信号ＳＴＢ）に基づいて、データレジスタ回路１３２により取り込まれた
１行分の表示データＤ０～Ｄｍを一括保持するデータラッチ回路１３３と、図示を省略し
た電源供給手段から供給される階調基準電圧Ｖ０～Ｖｐに基づいて、上記保持された表示
データＤ０～Ｄｍを所定のアナログ信号電圧に変換するＤ／Ａコンバータ１３４と、シス
テムコントローラ１５０から供給されるデータ制御信号（出力イネ－ブル信号ＯＥ）に基
づくタイミングで、当該アナログ信号電圧を階調信号電圧Ｖdataとして、各データライン
ＤＬに印加する出力回路１３５と、を有して構成されている。
このようなデータドライバ１３０により、表示信号生成回路１６０から補正制御回路１４
０Ａを介して供給される表示データ（デジタル信号）に対応した階調信号電圧（アナログ
信号）が生成されて、所定のタイミングで各データラインＤＬに一括して、もしくは、順
次出力される。
【００５６】
（補正制御回路１４０Ａ）
補正制御回路１４０Ａは、例えば、図２に示すように、各データラインＤＬごとに設けら
れ、後述する各表示画素（有機ＥＬ素子ＯＥＬ）における発光特性に関連する特定量（具
体的には、特定の測定条件において有機ＥＬ素子ＯＥＬを流れる測定電流の電流値）を測
定する動作を行うとともに、各表示画素への高電位電圧Ｖddの印加を制御する動作を行う
複数のスイッチ回路部ＳＷＡ１、ＳＷＡ２、・・・ＳＷＡｍ（以下、「スイッチ回路部Ｓ
ＷＡ」とも記す）と、該スイッチ回路部ＳＷＡを介して各表示画素の有機ＥＬ素子ＯＥＬ
に流れる測定電流（電流成分）の電流値（アナログ信号）を、アナログ－デジタル変換処
理してデジタル値（デジタル信号）に変換するアナログ－デジタル変換器（以下、「Ａ／
Ｄコンバータ」と略記する）ＡＤＣと、各表示画素ごとの上記デジタル値を順次取り込ん
で、一時的に記憶するバッファメモリ等の記憶部（記憶手段）ＢＭと、表示信号生成回路
１６０とデータドライバ１３０との間に設けられ、表示信号生成回路１６０から供給され
る表示データ（デジタル信号）に対して、上記記憶部ＢＭに記憶された各表示画素（有機
ＥＬ素子ＯＥＬ）ごとのデジタル値を補正値として用いて加算し、上記データドライバ１
３０に補正後データとして供給する加算器（信号補正手段）ＡＤＭと、を有して構成され
ている。
【００５７】
ここで、各スイッチ回路部ＳＷＡは、ゲート端子がデータラインＤＬに、ソース端子及び
ドレイン端子が電源ラインＶＬ及びＡ／ＤコンバータＡＤＣに各々接続された薄膜トラン
ジスタ（読出制御トランジスタ；読出制御スイッチ）Ｔｒ１３と、ゲート端子にシステム
コントローラ１５０から出力される補正制御信号（書込制御信号Ｖｗ）が供給され、ソー
ス端子及びドレイン端子が高電位電圧Ｖdd及び電源ラインＶＬに各々接続された薄膜トラ
ンジスタ（書込制御トランジスタ；書込制御スイッチ）Ｔｒ１４と、を備えた構成を有し
ている。
すなわち、薄膜トランジスタＴｒ１３及びＡ／ＤコンバータＡＤＣは、本発明に係る特定
量抽出手段を構成している。
【００５８】
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（システムコントローラ）
システムコントローラ１５０は、ゲートドライバ１２０及びデータドライバ１３０、補正
制御回路１４０Ａの各々に対して、動作状態を制御する走査制御信号（上述した走査スタ
ート信号ＳＳＴ、走査クロック信号ＳＣＫ等）及びデータ制御信号（上述した出力イネー
ブル信号ＯＥ、データラッチ信号ＳＴＢ、サンプリングスタート信号ＳＴＲ、シフトクロ
ック信号ＣＬＫ等）、補正制御信号（上述した書込制御信号Ｖｗ等）を出力することによ
り、各ドライバ及び制御回路を所定のタイミングで動作させて、表示信号生成回路１６０
から出力される表示データを所定の補正値（デジタル値）に基づいて補正処理するととも
に、走査信号Ｖscan及び階調信号電圧Ｖdataを生成させ、各走査ラインＳＬ及びデータラ
インＤＬに印加して各表示画素における発光動作を連続的に実行させて、所定の映像信号
に基づく画像情報を表示パネル１１０Ａに表示させる制御を行う。
【００５９】
（表示信号生成回路）
表示信号生成回路１６０は、例えば、表示装置１００Ａの外部から供給される映像信号か
ら輝度階調信号成分を抽出して、表示パネル１１０Ａの１行分ごとに、該輝度階調信号成
分をデジタル信号からなる表示データとして、上記補正制御回路１４０Ａを介してデータ
ドライバ１３０のデータレジスタ回路１３２に供給する。ここで、上記映像信号が、テレ
ビ放送信号（コンポジット映像信号）のように、画像情報の表示タイミングを規定するタ
イミング信号成分を含む場合には、表示信号生成回路１６０は、上記輝度階調信号成分を
抽出する機能のほか、タイミング信号成分を抽出してシステムコントローラ１５０に供給
する機能を有するものであってもよい。この場合においては、上記システムコントローラ
１５０は、表示信号生成回路１６０から供給されるタイミング信号に基づいて、ゲートド
ライバ１２０やデータドライバ１３０、補正制御回路１４０Ａに対して供給する走査制御
信号及びデータ制御信号、補正制御信号を生成する。
【００６０】
また、表示装置１００の外部から供給される映像信号がデジタル信号により形成され、ま
た、タイミング信号が当該映像信号とは別に供給されている場合には、当該映像信号（デ
ジタル信号）を表示データとして、補正制御回路１４０Ａを介してデータドライバに供給
するとともに、当該タイミング信号を直接システムコントローラ１５０に供給するように
して、表示信号生成回路１６０を省略するようにしてもよい。
【００６１】
＜表示装置の駆動制御方法の第１の実施形態＞
次に、上述した構成を有する表示装置における駆動制御動作（駆動制御方法）について、
図面を参照して具体的に説明する。
図４は、本実施形態に係る表示装置の駆動制御方法に適用される特定量測定動作の一例を
示すタイミングチャートである。図５は、本実施形態に係る表示装置において実行される
特定量測定動作の第１の動作状態（書込動作）を示す動作概念図であり、図６は、本実施
形態に係る表示装置において実行される特定量測定動作の第２の動作状態（読出動作）を
示す動作概念図である。
【００６２】
本実施形態に係る表示装置における駆動制御方法は、表示装置１００Ａの外部から供給さ
れる映像信号に基づいて、表示パネル１１０Ａに所望の画像情報を表示する画像表示動作
と、該画像表示動作に先立つ任意のタイミングで、各表示画素（有機ＥＬ素子ＯＥＬ）の
発光特性に関連する特定量（測定電流の電流値）を測定する特定量測定動作と、上記画像
表示動作時に、特定量測定動作により得られた特定量に基づいて、データドライバ１３０
に供給される表示データ（デジタル信号）を補正するデータ補正動作と、を含んでいる。
以下、各動作について説明する。
【００６３】
（特定量測定動作）
本実施形態に係る特定量測定動作は、システムコントローラ１５０により特定量測定状態
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が設定されると、例えば、表示信号生成回路１６０から、あるいは、記憶部ＢＭから、測
定用データＲＤ０として、"ＨＨＨＨＨＨＨＨＨ・・・・ＨＨＨＨ"（全てハイレベル）か
らなるシリアルデータがデータドライバ１３０に入力される。これにより、データドライ
バ１３０は、システムコントローラ１５０から供給されるデータ制御信号に基づくタイミ
ングで、図４に示すように、上記測定用データＲＤ０に基づいて、いずれもハイレベル（
最高階調電圧：ＭＳＢ）からなる階調信号電圧（測定用の信号電圧）Ｖdata1～ＶdataMを
生成して、各データラインＤＬに印加する。
【００６４】
次いで、システムコントローラ１５０から供給される走査制御信号に基づくタイミングで
、図４、図５に示すように、ゲートドライバ１２０により１行目の走査ラインＳＬ１にハ
イレベルの走査信号Ｖscan1を印加して、走査ラインＳＬ１に接続された各表示画素の画
素駆動回路ＤＣＡに設けられた薄膜トランジスタ（選択トランジスタ）Ｔｒ１１をオン動
作させ、当該行の表示画素群を選択状態に設定する。そして、このタイミングで、補正制
御回路１４０Ａの各スイッチ回路部ＳＷＡに設けられた薄膜トランジスタ（書込制御トラ
ンジスタ）Ｔｒ１４のゲート端子に、システムコントローラ１５０から供給されるハイレ
ベルの書込制御信号Ｖｗ（補正制御信号）が印加されることにより、薄膜トランジスタＴ
ｒ１４がオン動作して、高電位電圧Ｖddが各表示画素の電源ラインＶＬに印加される。
【００６５】
これにより、図５中、実線矢印で示すように、各データラインＤＬに印加されたハイレベ
ル（＝ＭＳＢ）を有する階調信号電圧Ｖdataが、各表示画素（画素駆動回路ＤＣＡ）の薄
膜トランジスタＴｒ１１を介して、薄膜トランジスタ（発光駆動トランジスタ）Ｔｒ１２
のゲート端子に印加されて、当該ゲート電圧（すなわち、階調信号電圧Ｖdata）に応じた
導通状態でオン動作するので、高電位電圧Ｖddと接地電位間の電位差、及び、階調信号電
圧Ｖdataの電圧値に応じて、高電位電圧Ｖdd側から薄膜トランジスタＴｒ１２及び有機Ｅ
Ｌ素子ＯＥＬを介して接地電位に電流（書込電流；駆動電流）が流れる。このとき、薄膜
トランジスタＴｒ１２のゲート－ソース間に生じる電位差が、ゲート－ソース間の寄生容
量Ｃａに電圧成分として保持される（１行目の表示画素群への測定用信号電圧の書込動作
）。
【００６６】
ここで、図５に示すように、Ａ／ＤコンバータＡＤＣが、補正制御回路１４０Ａを構成す
る薄膜トランジスタ（読出制御トランジスタ）Ｔｒ１３の電流路の一端側に固定的に接続
された回路構成を有する場合には、上記書込動作によりデータラインＤＬにハイレベル（
＝ＭＳＢ）の階調信号電圧Ｖdataが印加されることにより、薄膜トランジスタＴｒ１３の
ゲート端子にも同等のゲート電圧が印加されてオン動作するため、図中、点線矢印で示す
ように、Ａ／ＤコンバータＡＤＣから薄膜トランジスタＴｒ１３を介して電源ラインＶＬ
に電流が流れる場合も考えられる。しかしながら、各表示画素において薄膜トランジスタ
（発光駆動トランジスタ）Ｔｒ１２を介して有機ＥＬ素子ＯＥＬに流れる電流は、薄膜ト
ランジスタＴｒ１２のゲート電圧（すなわち、階調信号電圧Ｖdata）に依存するので、上
記書込動作において、薄膜トランジスタＴｒ１２のゲート－ソース間寄生容量Ｃａに保持
される電圧に影響を与えることはない。
【００６７】
なお、本実施形態に適用した補正制御回路１４０Ａにおいては、薄膜トランジスタ（読出
制御トランジスタ）Ｔｒ１３の電流路の一端側にＡ／ＤコンバータＡＤＣが固定的に接続
された構成を示したが、上記書込動作時に、上述したようなＡ／ＤコンバータＡＤＣから
薄膜トランジスタＴｒ１３を介して電源ラインＶＬに電流が流れる現象を完全に防止する
ために、Ａ／ＤコンバータＡＤＣと各スイッチ回路部ＳＷＡ（薄膜トランジスタＴｒ１３
）との間に、補正制御回路１４０Ａの動作状態に応じて、双方の接続状態を切り換える切
換制御手段（例えば、スイッチ等）を介在させて、上記書込動作においては、双方の接続
状態を切り離す（遮断する）ようにしてもよい。
【００６８】



(19) JP 4158570 B2 2008.10.1

10

20

30

40

50

次いで、図４、図６に示すように、ゲートドライバ１２０により１行目の走査ラインＳＬ
１に印加される走査信号Ｖscan1を、ローレベルに切り換えることにより、当該行の表示
画素（画素駆動回路ＤＣＡ）の薄膜トランジスタ（選択トランジスタ）Ｔｒ１１をオフ動
作させて、当該行の表示画素群を非選択状態に設定する。そして、このタイミングで、シ
ステムコントローラ１５０により各スイッチ回路部ＳＷＡの薄膜トランジスタＴｒ１４の
ゲート端子に印加される書込制御信号Ｖｗを、ローレベルに切り換えることにより、薄膜
トランジスタＴｒ１４をオフ動作させて、各電源ラインＶＬへの高電位電圧Ｖddの印加を
遮断する。
【００６９】
次いで、"Ｈ０００００００・・・・００００"（１番目のデータのみハイレベル）からな
る測定用データ（シリアルデータ）ＲＤ１をデータドライバ１３０に入力する。これによ
り、データドライバ１３０は、該測定用データＲＤ１に基づいて、１列目のデータライン
ＤＬ１にのみハイレベル（＝ＭＳＢ）の階調信号電圧（測定用の信号電圧）Ｖdata1を印
加するとともに、他の列のデータラインＤＬ２～ＤＬｍにはローレベルの階調信号電圧を
印加する。
【００７０】
これにより、図６中、実線矢印で示すように、１列目のデータラインＤＬ１にハイレベル
（＝ＭＳＢ）を有する階調信号電圧Ｖdata1が、補正制御回路１４０Ａの１列目のスイッ
チ回路部ＳＷＡ１に設けられた薄膜トランジスタ（読出制御トランジスタ）Ｔｒ１３のゲ
ート端子に印加されてオン動作することにより、Ａ／ＤコンバータＡＤＣから薄膜トラン
ジスタＴｒ１３を介して、１列目の電源ラインＶＬ１に測定用電圧（≒高電位電圧Ｖdd）
が印加される。
【００７１】
ここで、１行目の表示画素群を構成する各画素駆動回路（薄膜トランジスタＴｒ１２のゲ
ート－ソース間寄生容量Ｃａ）には、上記測定用信号電圧の書込動作におけるゲート－ソ
ース間電圧が保持されているため、当該電圧により薄膜トランジスタＴｒ１２はオン状態
を維持し、Ａ／ＤコンバータＡＤＣにより電源ラインＶＬ１に印加された測定用電圧（≒
Ｖdd）と接地電位との間に電位差、及び、薄膜トランジスタＴｒ１２のゲート－ソース間
電圧に応じて、Ａ／ＤコンバータＡＤＣ側から、１行１列目の表示画素の薄膜トランジス
タＴｒ１２及び有機ＥＬ素子ＯＥＬを介して接地電位に電流（測定電流）が流れる。
【００７２】
そして、本実施形態においては、この１行１列目の表示画素（有機ＥＬ素子ＯＥＬ）に流
れる測定電流（アナログ信号電流）を、Ａ／ＤコンバータＡＤＣによりサンプリングして
デジタル信号化し、記憶部ＢＭに記憶する。ここで、Ａ／ＤコンバータＡＤＣによりサン
プリングされる測定電流は、上記測定用データＲＤ０の書込動作により当該表示画素（画
素駆動回路ＤＣＡ）の薄膜トランジスタＴｒ１２のゲート－ソース間寄生容量Ｃａに保持
された電圧成分に応じた電流値を有している。これにより、特定の測定条件（すなわち、
特定の階調信号電圧）を印加した場合における、１行１列目の表示画素（有機ＥＬ素子Ｏ
ＥＬ）の発光特性に関連する特定量（測定電流の電流値）がデジタルデータとして記憶部
ＢＭに記憶される（１行１列目の表示画素からの測定電流の読出動作）。
【００７３】
以下、同様に、"０Ｈ００００００・・・・００００"（２番目のデータのみハイレベル）
からなる測定用データＲＤ２をデータドライバ１３０に入力して、図４に示すように、２
列目のデータラインＤＬ２にのみハイレベル（＝ＭＳＢ）の階調信号電圧（測定用の信号
電圧）Ｖdata2を印加することにより、図６に示した場合と同様に、２列目のデータライ
ンＤＬ２に接続されたスイッチ回路部ＳＷＡ２の薄膜トランジスタ（読出制御トランジス
タ）Ｔｒ１３がオン動作して、Ａ／ＤコンバータＡＤＣから２列目の電源ラインＶＬ１に
測定用電圧（≒Ｖdd）が印加される。
【００７４】
これにより、上記測定用信号電圧の書込動作において、１行２列目の表示画素の薄膜トラ
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ンジスタＴｒ１２のゲート－ソース間寄生容量Ｃａに保持された電圧成分に応じて、Ａ／
ＤコンバータＡＤＣ側から１行２列目の表示画素に測定電流が流れる。この測定電流をＡ
／ＤコンバータＡＤＣによりサンプリングすることにより、１行２列目の表示画素（有機
ＥＬ素子ＯＥＬ）の発光特性に関連する特定量がデジタルデータとして記憶部ＢＭに記憶
される。
そして、このような測定電流の読出動作を、各列の表示画素について順次繰り返し実行す
ることにより、１行目の各表示画素（有機ＥＬ素子ＯＥＬ）における発光特性に関する特
定量が取得される。
【００７５】
次いで、図４に示すように、上述した１行目の表示画素群に対して実行した特定量測定動
作（各行の表示画素群への測定用信号電圧の書込動作、各列の表示画素からの測定電流の
読出動作）を２行目以降の各行についても順次繰り返し実行することにより、表示パネル
１１０Ａを構成する全ての表示画素（有機ＥＬ素子ＯＥＬ）における発光特性に関連する
特定量をデジタルデータとして取得することができる。
【００７６】
（画像表示動作／データ補正動作）
次に、本実施形態における通常の画像情報の表示動作、及び、データ補正動作について説
明する。
図７は、本実施形態に係る表示装置の駆動制御方法に適用される画像表示動作の一例を示
すタイミングチャートである。ここで、上述した特定量測定動作と同等の動作については
、その説明を簡略化して説明する。
【００７７】
本実施形態における通常の画像表示動作は、図１、図２に示した表示装置において、まず
、表示信号生成回路１６０から出力された１行分の表示データ（ｉ行目の表示画素群に対
応した表示データ；１≦ｉ≦ｎ）は、補正制御回路１４０Ａの加算器ＡＤＭを介して、デ
ータドライバ１３０に供給される。ここで、表示信号生成回路１６０から出力される表示
データは、例えば、表示装置１００Ａの外部から供給される映像信号に基づいて生成され
るデジタル信号からなるシリアルデータであって、当該表示装置１００Ａの表示パネル１
１０Ａ（各表示画素の有機ＥＬ素子ＯＥＬ）の発光特性を考慮したものではない。
【００７８】
そこで、本実施形態における画像表示動作では、上述した特定量測定動作により取得され
、記憶部ＢＭに記憶された、各表示画素（有機ＥＬ素子ＯＥＬ）の発光特性に関連する特
定量（特定の階調信号電圧を印加した場合の測定電流の電流値）と、上記特定量測定動作
において各表示画素に階調信号電圧（測定用信号電圧）を印加した場合における書込電流
の理想値（設定値）との差分を算出し、当該差分に基づいて、各表示画素（有機ＥＬ素子
ＯＥＬ）ごとの補正値（デジタル値）を生成して、各表示画素に対応する表示データに加
算器ＡＤＭにより当該補正値を加算処理して、補正後データとしてデータドライバ１３０
に供給する（データ補正動作）。これにより、後述するように、補正後データに基づいて
生成された階調信号電圧が各表示画素に印加されることにより、各有機ＥＬ素子ＯＥＬに
流れる発光駆動電流の電流値を、予め設定された理想値に近似させることができる。
【００７９】
データドライバ１３０は、加算器ＡＤＭを介して供給された補正表示データに基づいて、
各列のデータラインＤＬに対応する階調信号電圧Ｖdataを生成して印加する。このとき、
システムコントローラ１５０からハイレベルの書込制御信号Ｖｗが印加されることにより
、補正制御回路１４０Ａの各列に設けられた薄膜トランジスタ（書込制御トランジスタ）
Ｔｒ１４がオン動作して、各列の電源ラインＶＬに高電位電圧Ｖddが共通に印加される。
【００８０】
次いで、図７に示すように、ゲートドライバ１２０によりｉ行目の走査ラインＳＬｉにハ
イレベルの走査信号Ｖscaniを印加して、当該行の表示画素群の画素駆動回路ＤＣＡに設
けられた薄膜トランジスタ（選択トランジスタ）Ｔｒ１１をオン動作させることにより、
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薄膜トランジスタ（発光駆動トランジスタ）Ｔｒ１２のゲート端子に、各データラインＤ
Ｌに印加された階調信号電圧Ｖdataに基づくゲート電圧が印加されて、当該ゲート電圧に
応じた導通状態でオン動作する。
【００８１】
これにより、高電位電圧Ｖdd側から電源ラインＶＬを介して、ｉ行目の表示画素群（例え
ば、ｉ行ｊ列目の表示画素；１≦ｊ≦ｍ）の薄膜トランジスタＴｒ１２及び有機ＥＬ素子
ＯＥＬに、階調信号電圧Ｖdatajに基づく電流値を有する発光駆動電流が流れ、有機ＥＬ
素子ＯＥＬが所定の発光輝度で発光動作する（選択期間Ｔse）。このとき、薄膜トランジ
スタＴｒ１２のゲート－ソース間に生じる電位差により、ゲート－ソース間寄生容量Ｃａ
が充電される。
【００８２】
次いで、図７に示すように、ゲートドライバ１２０によりｉ行目の走査ラインＳＬｉにロ
ーレベルの走査信号Ｖscaniを印加して、当該行の表示画素群の画素駆動回路ＤＣＡに設
けられた薄膜トランジスタＴｒ１１をオフ動作させることにより、薄膜トランジスタＴｒ
１２のゲート端子への階調信号電圧Ｖdataiの印加を遮断する。このとき、上記選択期間
Ｔseに、薄膜トランジスタＴｒ１２のゲート－ソース間に印加されていた電位差は、ゲー
ト－ソース間寄生容量Ｃａに電圧成分として保持されるため、薄膜トランジスタＴｒは、
この電圧成分によりオン状態を維持し、上記選択期間Ｔseと同等の発光駆動電流がｉ行ｊ
列目の表示画素の薄膜トランジスタＴｒ１２及び有機ＥＬ素子ＯＥＬに流れ、所定の発光
輝度で発光する動作を継続する（非選択期間Ｔnse）。
このような画像表示動作において設定される選択期間Ｔse及び非選択期間Ｔnseは、その
合計時間が、例えば、表示パネルに１画面分の画像情報を表示する動作期間である１フレ
ーム期間Ｔcycになるように設定される。
【００８３】
以下、同様に、（ｉ＋１）行目の表示画素群についても、図７に示すように、選択期間Ｔ
seにおいて、走査ラインＳＬ(i+1)に走査信号Ｖscan(i+1)が印加されることにより、補正
処理された表示データ（補正後データ）に基づく階調信号電圧Ｖdataが各列のデータライ
ンＤＬを介して、当該行の各表示画素に印加されて、有機ＥＬ素子ＯＥＬが発光動作する
とともに、該発光動作に伴う電圧成分が寄生容量Ｃａに保持される。また、非選択期間Ｔ
nseにおいては、各表示画素の寄生容量Ｃａに保持された電圧に基づいて、当該行の各表
示画素（有機ＥＬ素子ＯＥＬ）の発光動作が維持される。
このような一連の画像表示動作（データ補正動作を含む）を、各行について順次繰り返し
実行することにより、１画面分の画像情報が表示パネル１１０Ａに表示される。
【００８４】
したがって、上述した特定量測定動作により、特定の信号電圧（測定用信号電圧）の印加
に対して、各表示画素（有機ＥＬ素子）に流れる測定電流の電流値を取得し、該電流値に
基づいて、各表示画素ごとの発光特性に対応した補正値を算出（すなわち、各表示画素の
発光素子に流れる発光駆動電流の電流値が予め設定された理想値に近づくように補正値を
設定）し、通常の画像表示動作において、データドライバに供給される表示データに上記
補正値を加算して、各表示画素の発光特性に応じたデジタル値に補正するデータ補正動作
を行い、階調信号電圧を生成して各表示画素に印加することができるので、映像信号本来
の輝度階調に良好に対応した電流値を有する発光駆動電流を発光素子に流して発光動作さ
せることができ、各表示画素の発光素子の発光特性のバラツキや劣化が補正されて、画像
情報を良好な画質で表示することができる。
【００８５】
＜表示装置の第２の実施形態＞
次に、本発明に係る表示駆動装置を適用可能な表示装置の第２の実施形態について、図面
を参照して説明する。
図８は、本発明に係る表示駆動装置を適用した表示装置の全体構成の第２の実施形態を示
すブロック図であり、図９は、本実施形態に係る表示装置の要部構成を示す概略構成図で
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ある。なお、ここでは、上述した第１の実施形態と同等の構成については、同一の符号を
付して、その説明を簡略化又は省略する。
【００８６】
上述した第１の実施形態においては、データドライバと表示パネルとの間に補正制御回路
を設け、特定の信号電圧を各行の表示素子群に一括して印加した場合に、各発光素子（有
機ＥＬ素子）に流れる測定電流（≒書込電流）を各列ごとに順次サンプリングしてデジタ
ルデータとして記憶し、通常の画像表示動作において、表示データの補正処理に適用する
場合について説明したが、本実施形態においては、ゲートドライバと表示パネルとの間に
補正制御回路を設け、特定の信号電圧を各列の表示素子群に一括して印加した場合に、各
発光素子（有機ＥＬ素子）に流れる測定電流（≒書込電流）を各行ごとに順次サンプリン
グしてデジタルデータとして記憶し、通常の画像表示動作において、表示データの補正処
理に適用する構成を有している。
【００８７】
すなわち、図８、図９に示すように、本実施形態に係る表示装置１００Ｂは、概略、上述
した第１の実施形態と同等の構成を有するゲートドライバ１２０、データドライバ１３０
、システムコントローラ１５０、表示信号生成回路１６０に加え、相互に直交するように
配設された走査ラインＳＬ及びデータラインＤＬ、各走査ラインＳＬに並列に配設された
電源ラインＰＬ１、ＰＬ２、・・・ＰＬｎ（以下、「電源ラインＰＬ」とも記す）とを備
え、走査ラインＳＬ及び電源ラインＰＬとデータラインＤＬとの各交点に、画素駆動回路
ＤＣＡ及び有機ＥＬ素子ＯＥＬからなる複数の表示画素が配列された表示パネル１１０Ｂ
と、後述する本実施形態特有の構成を有する補正制御回路１４０Ｂと、を備えて構成され
ている。
【００８８】
なお、本実施形態に適用されるゲートドライバ１２０は、第１の実施形態に示したように
、システムコントローラ１５０から供給される走査制御信号に基づいて、走査信号Ｖscan
を各走査ラインＳＬに順次印加する機能に加え、後述する特定量測定動作において示すよ
うに、例えば、ハイレベルの走査信号Ｖscanを全ての走査ラインＳＬに一斉に印加する機
能を備えている。
【００８９】
（補正制御回路１４０Ｂ）
補正制御回路１４０Ｂは、例えば、図９に示すように、上述した第１の実施形態と同等の
構成を有するＡ／ＤコンバータＡＤＣ、記憶部ＢＭ、加算器ＡＤＭに加え、各走査ライン
ＳＬごとに設けられ、上述した第１の実施形態と同様に、各表示画素（有機ＥＬ素子ＯＥ
Ｌ）における発光特性に関連する特定量を測定する動作を行うとともに、各表示画素への
高電位電圧Ｖddの印加を制御する動作を行う複数のスイッチ回路部ＳＷＢ１、ＳＷＢ２、
・・・ＳＷＢｍ（以下、「スイッチ回路部ＳＷＢ」とも記す）と、を有して構成されてい
る。
【００９０】
ここで、各スイッチ回路部ＳＷＢは、ゲート端子が次の行の走査ラインＳＬに、ソース端
子及びドレイン端子が電源ラインＰＬ及びＡ／ＤコンバータＡＤＣに各々接続された薄膜
トランジスタ（読出制御トランジスタ）Ｔｒ１５と、ゲート端子にシステムコントローラ
１５０から出力される補正制御信号（書込制御信号Ｖｗ）が供給され、ソース端子及びド
レイン端子が高電位電圧Ｖdd及び電源ラインＰＬに各々接続された薄膜トランジスタ（書
込制御トランジスタ）Ｔｒ１６と、を備えた構成を有している。特に、ｉ行目の表示画素
（又は、電源ラインＰＬ）に対応して設けられた薄膜トランジスタＴｒ１５のゲート端子
は、（ｉ+１）行目の走査ラインＳＬ(i+1)に順次接続された構成を有し、また、最終行（
ｎ行目）の表示画素に対応して設けられた薄膜トランジスタＴｒ１５のゲート端子は、１
行目の走査ラインＳＬ１に接続された構成を有している。
【００９１】
＜表示装置の駆動制御方法の第２の実施形態＞
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次に、上述した構成を有する表示装置における駆動制御動作（駆動制御方法）について、
図面を参照して具体的に説明する。
図１０は、本実施形態に係る表示装置の駆動制御方法に適用される特定量測定動作の一例
を示すタイミングチャートである。図１１は、本実施形態に係る表示装置において実行さ
れる特定量測定動作の第１の動作状態（書込動作）を示す動作概念図であり、図１２は、
本実施形態に係る表示装置において実行される特定量測定動作の第２の動作状態（読出動
作）を示す動作概念図である。
【００９２】
本実施形態に係る表示装置の駆動制御方法においても、上述した第１の実施形態と同様に
、映像信号に基づく所望の画像情報を、表示パネル１１０Ｂに表示する画像表示動作と、
各表示画素（有機ＥＬ素子ＯＥＬ）の発光特性に関連する特定量を測定する特定量測定動
作と、該特定量測定動作により得られた特定量に基づいて、表示データを補正するデータ
補正動作と、を含んでいる。
【００９３】
（特定量測定動作）
本実施形態に係る特定量測定動作は、システムコントローラ１５０により特定量測定状態
が設定されると、測定用データＲＤ０として、"Ｈ００００００・・・・０００００"（１
番目のデータのみハイレベル）からなるシリアルデータがデータドライバ１３０に入力さ
れる。これにより、データドライバ１３０は、データ制御信号に基づくタイミングで、図
１０に示すように、上記測定用データＲＤ０に基づいて、１列目のデータラインＤＬ１に
のみハイレベル（最高階調電圧：ＭＳＢ）の階調信号電圧（測定用の信号電圧）Ｖdata1
を印加するとともに、他の列のデータラインＤＬ２～ＤＬｍにはローレベルの階調信号電
圧を印加する。また、このタイミングで、補正制御回路１４０Ｂの各スイッチ回路部ＳＷ
Ｂに設けられた薄膜トランジスタＴｒ１６のゲート端子に、システムコントローラ１５０
からハイレベルの書込制御信号Ｖｗが印加されることにより、薄膜トランジスタＴｒ１６
がオン動作して、高電位電圧Ｖddが各表示画素の電源ラインＰＬに印加される。
【００９４】
次いで、走査制御信号に基づくタイミングで、図１０、図１１に示すように、ゲートドラ
イバ１２０により全ての行の走査ラインＳＬにハイレベルの走査信号Ｖscan1～ＶscanNを
印加して、各走査ラインＳＬに接続された各表示画素の画素駆動回路ＤＣＡに設けられた
薄膜トランジスタＴｒ１１をオン動作させ、全ての表示画素を選択状態に設定する。
【００９５】
これにより、図１１中、実線矢印で示すように、データラインＤＬ１に印加されたハイレ
ベル（＝ＭＳＢ）を有する階調信号電圧Ｖdata1が、１列目の各表示画素（画素駆動回路
ＤＣＡ）の薄膜トランジスタＴｒ１１を介して、薄膜トランジスタＴｒ１２のゲート端子
に印加されて、当該ゲート電圧（階調信号電圧Ｖdata1）に応じた導通状態でオン動作す
るので、高電位電圧Ｖdd側から薄膜トランジスタＴｒ１２及び有機ＥＬ素子ＯＥＬを介し
て接地電位に電流（書込電流）が流れる。このとき、薄膜トランジスタＴｒ１２のゲート
－ソース間に生じる電位差が、ゲート－ソース間の寄生容量Ｃａに電圧成分として保持さ
れる（１列目の表示画素群への測定用信号電圧の書込動作）。
【００９６】
次いで、図１０、図１２に示すように、ゲートドライバ１２０により２行目の走査ライン
ＳＬ２にハイレベルの走査信号Ｖscan2を引き続き印加するとともに、他の行の走査ライ
ンＳＬ１、ＳＬ３～ＳＬｎにローレベルの走査信号Ｖscan1、Ｖscan3～ＶscanNを印加す
ることにより、２行目の表示画素群のみを選択状態に設定する。また、このタイミングで
、書込制御信号Ｖｗをローレベルに切り換えることにより、各スイッチ回路部ＳＷＢの薄
膜トランジスタＴｒ１６をオフ動作させて、各電源ラインＰＬへの高電位電圧Ｖddの印加
を遮断する。
【００９７】
これにより、図１２中、実線矢印で示すように、２行目の走査ラインＳＬ２に印加された
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ハイレベルを有する走査信号Ｖscan2が、補正制御回路１４０Ｂの１行目のスイッチ回路
部ＳＷＢ１の薄膜トランジスタＴｒ１５のゲート端子に印加されてオン動作することによ
り、Ａ／ＤコンバータＡＤＣから薄膜トランジスタＴｒ１５を介して、１行目の電源ライ
ンＰＬ１に測定用電圧（≒高電位電圧Ｖdd）が印加される。
【００９８】
ここで、１列目の表示画素群を構成する各画素駆動回路（薄膜トランジスタＴｒ１２のゲ
ート－ソース間寄生容量Ｃａ）には、上記測定用信号電圧の書込動作におけるゲート－ソ
ース間電圧が保持されているため、当該電圧により薄膜トランジスタＴｒ１２はオン状態
を維持し、Ａ／ＤコンバータＡＤＣ側から、１行１列目の表示画素の薄膜トランジスタＴ
ｒ１２及び有機ＥＬ素子ＯＥＬを介して接地電位に電流（測定電流）が流れる。
【００９９】
そして、この１行１列目の表示画素（有機ＥＬ素子ＯＥＬ）に流れる測定電流（アナログ
信号電流）を、Ａ／ＤコンバータＡＤＣによりサンプリングしてデジタル信号化し、記憶
部ＢＭに記憶する。ここで、Ａ／ＤコンバータＡＤＣによりサンプリングされる測定電流
は、上述した第１の実施形態と同様に、測定用データＲＤ０の書込動作により当該表示画
素（画素駆動回路ＤＣＡ）の薄膜トランジスタＴｒ１２のゲート－ソース間寄生容量Ｃａ
に保持された電圧成分に応じた電流値を有しているので、当該表示画素（有機ＥＬ素子Ｏ
ＥＬ）の発光特性に関連する特定量（測定電流の電流値）が記憶部ＢＭに記憶されること
になる（１行１列目の表示画素からの測定電流の読出動作）。
【０１００】
以下、同様に、３行目以降の走査ラインＳＬｉにハイレベルの走査信号Ｖscaniを順次印
加することにより、（ｉ－１）行目のスイッチ回路部ＳＷＢ(i-1)の薄膜トランジスタＴ
ｒ１５が順次オン動作して、Ａ／ＤコンバータＡＤＣから薄膜トランジスタＴｒ１５を介
して、（ｉ－１）行目の電源ラインＰＬ(i-1)に測定用電圧（≒Ｖdd）が印加され、Ａ／
ＤコンバータＡＤＣ側から、（ｉ－１）行目の表示画素の有機ＥＬ素子ＯＥＬに電流（測
定電流）が流れる。この測定電流を、Ａ／ＤコンバータＡＤＣにより順次サンプリングす
ることにより、１列目の各表示画素（有機ＥＬ素子ＯＥＬ）における発光特性に関する特
定量が記憶部ＢＭに記憶される。
【０１０１】
そして、図１０に示すように、上述した１列目の表示画素群に対して実行した特定量測定
動作（各列の表示画素群への測定用信号電圧の書込動作、各行の表示画素からの測定電流
の読出動作）を２列目以降の各列についても順次繰り返し実行することにより、表示パネ
ル１１０Ｂを構成する全ての表示画素（有機ＥＬ素子ＯＥＬ）における発光特性に関連す
る特定量がデジタルデータとして取得される。
【０１０２】
なお、本実施形態における通常の画像表示動作においても、上述した第１の実施形態と同
等に、上記特定量測定動作により記憶部ＢＭに記憶された測定電流の電流値に基づいて、
各表示画素（有機ＥＬ素子ＯＥＬ）の発光特性に対応した補正値を生成し、表示信号生成
回路１６０から供給される表示データに対して、加算器ＡＤＭにより該補正値を加算する
補正処理を行って、補正後データとしてデータドライバ１３０に供給するデータ補正動作
が実行され、該補正後データに基づく階調信号電圧を用いて、各表示画素を適切な輝度階
調で発光動作させることにより所望の画像情報が表示される。したがって、ここでは、デ
ータ補正動作を含む画像表示動作についての説明を省略する。
これにより、補正後データに基づいて生成された階調信号電圧が各表示画素に印加され、
各有機ＥＬ素子ＯＥＬに流れる発光駆動電流の電流値を、予め設定された理想値に近似さ
せて、映像信号に良好に対応した輝度階調で発光素子を発光動作させることができる。
【０１０３】
＜表示装置の駆動制御方法の第３の実施形態＞
次に、本発明に係る表示装置における駆動制御動作（駆動制御方法）の第３の実施形態に
ついて、図面を参照して具体的に説明する。ここで、本実施形態に係る表示装置は、上述
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した第２の実施形態と同等の構成（図８、図９参照）を適用することができる。
【０１０４】
図１３は、第３の実施形態に係る表示装置の駆動制御方法に適用される特定量測定動作の
一例を示すタイミングチャートである。図１４は、本実施形態に係る表示装置において実
行される特定量測定動作の第１の動作状態（書込動作）を示す動作概念図であり、図１５
は、本実施形態に係る表示装置において実行される特定量測定動作の第２の動作状態（読
出動作）を示す動作概念図である。なお、上述した第１及び第２の実施形態と同等の構成
及び動作については、その説明を簡略化又は省略する。また、上述した第２の実施形態に
示した構成（図８、図９参照）を適宜参照して説明する。
【０１０５】
本実施形態においては、上述した第２の実施形態と同様に、ゲートドライバと表示パネル
との間に補正制御回路を設けた構成において、特定の信号電圧を各列の表示素子群に継続
的に印加した場合に、各発光素子（有機ＥＬ素子）に流れる測定電流（≒書込電流）を各
行ごとに順次サンプリングしてデジタルデータとして記憶し、通常の画像表示動作におい
て表示データの補正処理に適用する構成を有している。
【０１０６】
本実施形態に係る表示装置の駆動制御方法においても、上述した第１及び第２の実施形態
と同様に、通常の画像表示動作と、特定量測定動作と、データ補正動作と、を含んでいる
。なお、本実施形態においても、上述した第１の実施形態と同等に、上記特定量測定動作
により取得された特定量（測定電流の電流値）に基づいて、表示データを補正してデータ
ドライバ１３０に供給するデータ補正動作が実行され、該補正後データに基づく階調信号
電圧を用いて、各表示画素を適切な輝度階調で発光動作させることにより所望の画像情報
を表示する画像表示動作が実行される。したがって、ここでは、データ補正動作を含む画
像表示動作についての説明を省略する。
【０１０７】
（特定量測定動作）
本実施形態に係る特定量測定動作は、図８、図９に示した表示装置１００Ｂの構成におい
て、システムコントローラ１５０により特定量測定状態が設定されると、測定用データＲ
Ｄ０として、"Ｈ００００００・・・・０００００"からなるシリアルデータがデータドラ
イバ１３０に入力され、これにより、データ制御信号に基づくタイミングで、図１３に示
すように、１列目のデータラインＤＬ１にのみハイレベル（最高階調電圧：ＭＳＢ）の階
調信号電圧（測定用の信号電圧）Ｖdata1が印加されるとともに、他の列のデータライン
ＤＬ２～ＤＬｍにローレベルの階調信号電圧が印加される。
【０１０８】
また、このタイミングで、システムコントローラ１５０からハイレベルの書込制御信号Ｖ
ｗが供給されることにより、補正制御回路１４０Ｂの各スイッチ回路部ＳＷＢに設けられ
た薄膜トランジスタＴｒ１６がオン動作して、高電位電圧Ｖddが各電源ラインＰＬに印加
される。
ここで、本実施形態においては、１列目のデータラインＤＬ１に印加されるハイレベルの
階調信号電圧Ｖdata1は、後述する当該列の各表示画素における測定電流のサンプリング
が全て終了するまで継続的に印加される。
【０１０９】
次いで、走査制御信号に基づくタイミングで、図１３、図１４に示すように、ゲートドラ
イバ１２０により１行目の走査ラインＳＬ１にハイレベルの走査信号Ｖscan1を印加して
、該走査ラインＳＬ１に接続された各表示画素の画素駆動回路ＤＣＡに設けられた薄膜ト
ランジスタＴｒ１１をオン動作させ、選択状態に設定する。
【０１１０】
これにより、図１４中、実線矢印で示すように、データラインＤＬ１に印加されたハイレ
ベル（＝ＭＳＢ）の階調信号電圧Ｖdata1が、１行１列目の表示画素（画素駆動回路ＤＣ
Ａ）に印加されることにより、薄膜トランジスタＴｒ１２が当該階調信号電圧Ｖdata1に
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応じた導通状態でオン動作するので、高電位電圧Ｖdd側から薄膜トランジスタＴｒ１２及
び有機ＥＬ素子ＯＥＬに電流（書込電流）が流れる。このとき、薄膜トランジスタＴｒ１
２のゲート－ソース間に生じる電位差が、ゲート－ソース間の寄生容量Ｃａに電圧成分と
して保持される（１行１列目の表示画素への測定用信号電圧の書込動作）。
【０１１１】
次いで、図１３、図１５に示すように、ゲートドライバ１２０により２行目の走査ライン
ＳＬ２にハイレベルの走査信号Ｖscan2を印加して、補正制御回路１４０Ｂの１行目のス
イッチ回路部ＳＷＢ１の薄膜トランジスタＴｒ１５をオン動作させるとともに、このタイ
ミングで、システムコントローラ１５０により書込制御信号Ｖｗをローレベルに切り換え
ることにより、各スイッチ回路部ＳＷＢの薄膜トランジスタＴｒ１６をオフ動作させて、
各電源ラインＰＬへの高電位電圧Ｖddの印加を遮断する。
【０１１２】
これにより、図１５中、実線矢印で示すように、Ａ／ＤコンバータＡＤＣから薄膜トラン
ジスタＴｒ１５を介して、１行目の電源ラインＰＬ１に測定用電圧（≒高電位電圧Ｖdd）
が印加される。
ここで、１列目の表示画素群の各画素駆動回路（薄膜トランジスタＴｒ１２のゲート－ソ
ース間寄生容量Ｃａ）には、上記測定用信号電圧の書込動作におけるゲート－ソース間電
圧が保持されているため、薄膜トランジスタＴｒ１２はオン状態を維持し、Ａ／Ｄコンバ
ータＡＤＣ側から、１行１列目の表示画素の薄膜トランジスタＴｒ１２及び有機ＥＬ素子
ＯＥＬに電流（測定電流）が流れる。
そして、この１行１列目の表示画素（有機ＥＬ素子ＯＥＬ）に流れる測定電流を、Ａ／Ｄ
コンバータＡＤＣによりサンプリングしてデジタル信号化し、記憶部ＢＭに記憶する（１
行１列目の表示画素からの測定電流の読出動作）。
【０１１３】
次いで、ゲートドライバ１２０により２行目の走査ラインＳＬ２へのハイレベルの走査信
号Ｖscan2の印加を継続するとともに、補正制御回路１４０Ｂの各スイッチ回路部ＳＷＢ
にハイレベルの書込制御信号Ｖｗを供給することにより、データラインＤＬ１に印加され
ているハイレベル（＝ＭＳＢ）の階調信号電圧Ｖdata1が、２行１列目の表示画素（画素
駆動回路ＤＣＡ）に印加されて、当該表示画素の薄膜トランジスタＴｒ１２が当該階調信
号電圧Ｖdata1に応じた導通状態でオン動作して、薄膜トランジスタＴｒ１２及び有機Ｅ
Ｌ素子ＯＥＬに書込電流が流れる。このとき、薄膜トランジスタＴｒ１２のゲート－ソー
ス間に生じる電位差が、ゲート－ソース間の寄生容量Ｃａに電圧成分として保持される（
２行１列目の表示画素への測定用信号電圧の書込動作）。
【０１１４】
以下、同様に、図１３に示すように、３行目以降の走査ラインＳＬｉにハイレベルの走査
信号Ｖscaniを印加するとともに、補正制御回路１４０Ｂの各スイッチ回路部ＳＷＢにロ
ーレベルの書込制御信号Ｖｗを供給することにより、ｉ行１列目の表示画素（画素駆動回
路ＤＣＡ）の薄膜トランジスタＴｒ１２及び有機ＥＬ素子ＯＥＬに測定電流が流れて、こ
の測定電流がＡ／ＤコンバータＡＤＣによりサンプリングされてデジタルデータとして記
憶部ＢＭに記憶される（ｉ行１列目の表示画素からの測定電流の読出動作）。
【０１１５】
そして、図１３に示すように、上述した１列目の表示画素群に対して実行した特定量測定
動作（各列の表示画素への測定用信号電圧の書込動作、各行の表示画素からの測定電流の
読出動作）を２列目以降の各列についても順次繰り返し実行することにより、表示パネル
１１０Ｂを構成する全ての表示画素（有機ＥＬ素子ＯＥＬ）における発光特性に関連する
特定量がデジタルデータとして取得される。
これにより、補正後データに基づいて生成された階調信号電圧が各表示画素に印加され、
各有機ＥＬ素子ＯＥＬに流れる発光駆動電流の電流値を、予め設定された理想値に近似さ
せて、映像信号に良好に対応した輝度階調で発光素子を発光動作させることができる。
【０１１６】
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また、本実施形態に係る特定量測定動作においては、ｉ行ｊ列目の表示画素への測定用信
号電圧の書込動作の直後に、当該表示画素からの測定電流の読出動作を実行することがで
きる。これにより、測定用信号電圧の書込動作により各表示画素（画素駆動回路ＤＣＡ）
の薄膜トランジスタＴｒ１２に生じるゲート－ソース間の寄生容量Ｃａに充電された電圧
成分が、測定電流の読出動作までの待機期間に電荷のリークにより低下して、上記表示画
素に流れる測定電流の電流値に影響を与える（本来の電流値よりも低下する）ことを抑制
して、各表示画素（有機ＥＬ素子）の発光特性に良好に対応したデジタルデータを取得す
ることができる。
【０１１７】
＜表示装置の第４の実施形態＞
次に、本発明に係る表示駆動装置を適用可能な表示装置の第４の実施形態について、図面
を参照して説明する。
図１６は、本発明に係る表示駆動装置を適用した表示装置の第４の実施形態を示す要部概
略構成図である。なお、ここでは、上述した第１の実施形態（図１、図２参照）と同等の
構成については、同一の符号を付して、その説明を簡略化又は省略する。
【０１１８】
上述した第１乃至第３の実施形態においては、特定の信号電圧を各表示素子に印加した場
合に、各発光素子（有機ＥＬ素子）に流れる測定電流（≒書込電流）を順次サンプリング
してデジタルデータとして記憶する場合について説明したが、本実施形態においては、デ
ータドライバと表示パネルとの間に設けた補正制御回路により、特定の信号電圧を各表示
素子に印加した場合に、補正制御回路に流れる測定電流（≒書込電流；電流成分）を各表
示画素行ごとに順次サンプリングしてデジタルデータとして記憶し、通常の画像表示動作
において、表示データの補正処理に適用する構成を有している。
【０１１９】
すなわち、図１６に示すように、本実施形態に係る表示装置１００Ｃは、概略、上述した
第１の実施形態と同等の構成を有する表示パネル１１０Ａ、ゲートドライバ１２０、デー
タドライバ１３０、システムコントローラ（図示を省略）１５０、表示信号生成回路（図
示を省略）１６０に加え、後述する本実施形態特有の構成を有する補正制御回路１４０Ｃ
と、を備えて構成されている。
【０１２０】
（補正制御回路１４０Ｃ）
補正制御回路１４０Ｃは、例えば、図１６に示すように、上述した第１の実施形態と同等
の構成を有するＡ／ＤコンバータＡＤＣ、記憶部ＢＭ、加算器ＡＤＭに加え、各データラ
インＤＬごとに設けられ、上述した第１の実施形態と同様に、各表示画素（有機ＥＬ素子
ＯＥＬ）における発光特性に関連する特定量を測定する動作を行うとともに、各表示画素
への高電位電圧Ｖddの印加を制御する動作を行う複数のスイッチ回路部ＳＷＣ１、ＳＷＣ
２、・・・ＳＷＣｍ（以下、「スイッチ回路部ＳＷＣ」とも記す）と、を有して構成され
ている。
【０１２１】
ここで、各スイッチ回路部ＳＷＣは、ゲート端子にシステムコントローラ１５０から出力
される補正制御信号（第１の書込制御信号Ｖwa）が供給され、ソース端子及びドレイン端
子が高電位電圧Ｖdd及び接点Ｎ２１に各々接続された薄膜トランジスタ（書込制御トラン
ジスタ）Ｔｒ２１と、ゲート端子がデータラインＤＬに、ソース端子及びドレイン端子が
Ａ／ＤコンバータＡＤＣ及び接点Ｎ２２に各々接続された薄膜トランジスタ（読出制御ト
ランジスタ）Ｔｒ２２と、接点Ｎ２１と接点Ｎ２２との間に接続されたコンデンサ（保持
容量；蓄積手段）Ｃｓと、ゲート端子が接点Ｎ２１、ソース端子及びドレイン端子が高電
位電圧Ｖdd及び接点Ｎ２２に各々接続された薄膜トランジスタ（データ保持トランジスタ
）Ｔｒ２３と、ゲート端子に補正制御信号（第１の書込制御信号Ｖwa）が供給され、ソー
ス端子及びドレイン端子が接点Ｎ２２及び電源ラインＶＬに各々接続された薄膜トランジ
スタ（書込制御トランジスタ）Ｔｒ２４と、ゲート端子に補正制御信号（第２の書込制御
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信号Ｖwb）が供給され、ソース端子及びドレイン端子が高電位電圧Ｖdd及び電源ラインＶ
Ｌに各々接続された薄膜トランジスタ（切換制御トランジスタ）Ｔｒ２５と、を備えた構
成を有している。
ここで、システムコントローラ１５０から出力され、薄膜トランジスタＴｒ２１、Ｔｒ２
４のゲート端子に印加される第１の書込制御信号Ｖwaと、薄膜トランジスタＴｒ２５のゲ
ート端子に印加される第２の書込制御信号Ｖwbは、後述するように、相互に位相が逆転し
た信号波形を有するように設定されている。
【０１２２】
＜表示装置の駆動制御方法の第４の実施形態＞
次に、上述した構成を有する表示装置における駆動制御動作（駆動制御方法）について、
図面を参照して具体的に説明する。
図１７は、本実施形態に係る表示装置の駆動制御方法に適用される特定量測定動作の一例
を示すタイミングチャートである。図１８は、本実施形態に係る表示装置において実行さ
れる特定量測定動作の第１の動作状態（書込動作）、及び、通常の画像表示動作を示す動
作概念図であり、図１９は、本実施形態に係る表示装置において実行される特定量測定動
作の第２の動作状態（読出動作）を示す動作概念図である。
本実施形態に係る表示装置の駆動制御方法においても、上述した各実施形態と同様に、通
常の画像表示動作と、特定量測定動作と、データ補正動作と、を含んでいる。以下、各動
作について説明する。
【０１２３】
（特定量測定動作）
本実施形態に係る特定量測定動作は、システムコントローラ１５０により特定量測定状態
が設定されると、測定用データＲＤ０として、"ＨＨＨＨＨＨＨＨＨ・・・・ＨＨＨＨ"（
全てハイレベル）からなるシリアルデータがデータドライバ１３０に入力され、これによ
り、データ制御信号に基づくタイミングで、図１７に示すように、いずれもハイレベル（
最高階調電圧：ＭＳＢ）からなる階調信号電圧（測定用の信号電圧）Ｖdata1～ＶdataMが
各データラインＤＬに印加される。
【０１２４】
また、このタイミングで、補正制御回路１４０Ｃの各スイッチ回路部ＳＷＣに設けられた
薄膜トランジスタＴｒ２１、Ｔｒ２４のゲート端子に、システムコントローラ１５０から
ハイレベルの書込制御信号Ｖwaが印加されとともに、薄膜トランジスタＴｒ２５のゲート
端子に、ローレベルの書込制御信号Ｖwbが印加されることにより、薄膜トランジスタＴｒ
２１、Ｔｒ２４がオン動作するとともに、薄膜トランジスタＴｒ２５がオフ動作する。こ
れにより、スイッチ回路部ＳＷＣの接点Ｎ２１（薄膜トランジスタＴｒ２３のゲート端子
）に高電位電圧Ｖddに基づくハイレベルが印加されて、薄膜トランジスタＴｒ２３がオン
動作するため、薄膜トランジスタＴｒ２３、Ｔｒ２４を介して、各表示画素の電源ライン
ＶＬに高電位電圧Ｖddが印加される。
【０１２５】
次いで、走査制御信号に基づくタイミングで、図１７、図１８に示すように、ゲートドラ
イバ１２０により１行目の走査ラインＳＬ１にハイレベルの走査信号Ｖscan1を印加して
、走査ラインＳＬ１に接続された各表示画素の画素駆動回路ＤＣＡに設けられた薄膜トラ
ンジスタＴｒ１１をオン動作させ、選択状態に設定する。
【０１２６】
これにより、図１８中、実線矢印で示すように、データラインＤＬ１に印加されたハイレ
ベル（＝ＭＳＢ）の階調信号電圧Ｖdata1が、１行１列目の表示画素（画素駆動回路ＤＣ
Ａ）に印加されることにより、薄膜トランジスタＴｒ１２が当該階調信号電圧Ｖdata1に
応じた導通状態でオン動作するので、高電位電圧Ｖdd側から薄膜トランジスタＴｒ１２及
び有機ＥＬ素子ＯＥＬに電流（書込電流）が流れる。このとき、薄膜トランジスタＴｒ１
２のゲート－ソース間に生じる電位差が、ゲート－ソース間の寄生容量Ｃａに電圧成分と
して保持される（１行１列目の表示画素への測定用信号電圧の書込動作）。
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【０１２７】
これにより、図１８中、実線矢印で示すように、各データラインＤＬに印加されたハイレ
ベル（＝ＭＳＢ）の階調信号電圧Ｖdataが、１行目の各表示画素（画素駆動回路ＤＣＡ）
に印加されて、薄膜トランジスタＴｒ１２が当該階調信号電圧Ｖdataに応じた導通状態で
オン動作するので、電源ラインＶＬ（高電位電圧Ｖdd）側から薄膜トランジスタＴｒ１２
及び有機ＥＬ素子ＯＥＬに電流（書込電流）が流れる。このとき、薄膜トランジスタＴｒ
１２のゲート－ソース間に生じる電位差が、ゲート－ソース間の寄生容量Ｃａに電圧成分
として保持されるとともに、補正制御回路１４０Ｃの各スイッチ回路ＳＷＣに設けられた
薄膜トランジスタＴｒ２３がオン動作することにより、薄膜トランジスタＴｒ２３のゲー
ト－ソース間に生じる電位差が、ゲート－ソース間に接続された保持容量Ｃｓに電圧成分
として保持される（１行目の表示画素への測定用信号電圧の書込動作）。
【０１２８】
次いで、図１７、図１９に示すように、ゲートドライバ１２０により１行目の走査ライン
ＳＬ１に印加される走査信号Ｖscan1を、ローレベルに切り換えることにより、当該行の
表示画素群を非選択状態に設定する。また、このタイミングで、システムコントローラ１
５０により各スイッチ回路部ＳＷＣに印加される書込制御信号Ｖwaをローレベルに、また
、書込制御信号Ｖwbをハイレベルに切り換えることにより、薄膜トランジスタＴｒ２１、
Ｔｒ２４をオフ動作させるとともに、薄膜トランジスタＴｒ２５をオン動作させて、各電
源ラインＶＬへの高電位電圧Ｖddの印加を遮断する。
【０１２９】
次いで、"Ｈ０００００００・・・・００００"（１番目のデータのみハイレベル）からな
る測定用データ（シリアルデータ）ＲＤ１をデータドライバ１３０に入力することにより
、１列目のデータラインＤＬ１にのみハイレベル（＝ＭＳＢ）の階調信号電圧（測定用の
信号電圧）Ｖdata1を印加するとともに、他の列のデータラインＤＬ２～ＤＬｍにはロー
レベルの階調信号電圧を印加する。
これにより、図１９中、実線矢印で示すように、１列目のデータラインＤＬ１に印加され
たハイレベルを有する階調信号電圧Ｖdata1が、補正制御回路１４０Ｃの１列目のスイッ
チ回路部ＳＷＣ１の薄膜トランジスタＴｒ２２のゲート端子に印加されてオン動作する。
【０１３０】
ここで、１列目のスイッチ回路部ＳＷＣに設けられた薄膜トランジスタＴｒ２３のゲート
－ソース間の保持容量Ｃｓには、上記測定用信号電圧の書込動作において、１行１列目の
表示画素に書込電流を流す際に薄膜トランジスタＴｒ２３のゲート－ソース間に生じた電
位差が電圧成分として保持されているため、当該電圧により薄膜トランジスタＴｒ２３は
オン状態を維持する。これにより、高電位電圧Ｖddから薄膜トランジスタＴｒ２３、接点
Ｎ２２、薄膜トランジスタＴｒ２２を介して、Ａ／ＤコンバータＡＤＣに電流（測定電流
）が流れる。
【０１３１】
そして、このＡ／ＤコンバータＡＤＣに流れ込む測定電流を、サンプリングしてデジタル
信号化し、記憶部ＢＭに記憶する。ここで、Ａ／ＤコンバータＡＤＣによりサンプリング
される測定電流は、測定用データＲＤ０の書込動作により１行１列目の表示画素（画素駆
動回路ＤＣＡ）の薄膜トランジスタＴｒ１２のゲート－ソース間寄生容量Ｃａに保持され
た電圧成分に対応した電流値を有しているので、当該表示画素（有機ＥＬ素子ＯＥＬ）の
発光特性に関連する特定量（測定電流の電流値）が記憶部ＢＭに記憶されることになる（
１行１列目の表示画素からの測定電流の読出動作）。
【０１３２】
以下、同様に、２列目以降のデータラインＤＬｊにハイレベル（＝ＭＳＢ）の階調信号電
圧（測定用の信号電圧）Ｖdata2を印加することにより、図１９に示した場合と同様に、
ｊ列目のデータラインＤＬｊに接続されたスイッチ回路部ＳＷＣｊの薄膜トランジスタＴ
ｒ２２がオン動作して、高電位電圧Ｖddから薄膜トランジスタＴｒ２３、Ｔｒ２２を介し
て、Ａ／ＤコンバータＡＤＣに測定電流が流れ込むので、Ａ／ＤコンバータＡＤＣにより
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この測定電流を順次サンプリングすることにより、１行目の各表示画素（有機ＥＬ素子Ｏ
ＥＬ）における発光特性に関する特定量が記憶部ＢＭに順次記憶される。
【０１３３】
そして、図１７に示すように、上述した１行目の表示画素群に対して実行した特定量測定
動作（各行の表示画素群への測定用信号電圧の書込動作、各列の表示画素からの測定電流
の読出動作）を２行目以降の各行についても順次繰り返し実行することにより、表示パネ
ル１１０Ａを構成する全ての表示画素（有機ＥＬ素子ＯＥＬ）における発光特性に関連す
る特定量がデジタルデータとして取得される。
【０１３４】
（画像表示動作／データ補正動作）
本実施形態における通常の画像表示動作は、図１６に示した表示装置において、まず、表
示信号生成回路１６０から出力された１行分の表示データが、補正制御回路１４０Ｃによ
りデータ補正処理されて、補正後データとしてデータドライバ１３０に供給される。ここ
で、補正制御回路１４０Ｃにより実行されるデータ補正処理（データ補正動作）は、上述
した第１の実施形態と同様に、特定量測定動作により記憶部ＢＭに記憶された測定電流の
電流値に基づいて、各表示画素（有機ＥＬ素子ＯＥＬ）の発光特性に対応した補正値を生
成し、表示信号生成回路１６０から供給される表示データに対して、加算器ＡＤＭにより
該補正値を加算する補正処理を行って、補正後データとしてデータドライバ１３０に供給
する。
【０１３５】
これにより、データドライバ１３０は、補正表示データに基づいて、各列のデータライン
ＤＬに対応する階調信号電圧Ｖdataを生成して印加する。このとき、システムコントロー
ラ１５０からローレベルの書込制御信号Ｖwa及びハイレベルの書込制御信号Ｖwbが補正制
御回路１４０Ｃに印加されることにより、補正制御回路１４０Ｃの各列に設けられたスイ
ッチ回路部ＳＷＣの薄膜トランジスタＴｒ２１、Ｔｒ２４がオフ動作するとともに、薄膜
トランジスタＴｒ２５がオン動作して、薄膜トランジスタＴｒ２５を介して各列の電源ラ
インＶＬに高電位電圧Ｖddが印加される。
【０１３６】
次いで、ゲートドライバ１２０によりｉ行目の走査ラインＳＬｉにハイレベルの走査信号
Ｖscaniを印加して、当該行の表示画素群を選択状態に設定することにより、画素駆動回
路ＤＣＡの薄膜トランジスタＴｒ１２が階調信号電圧Ｖdataに応じた導通状態でオン動作
して、電源ラインＶＬから薄膜トランジスタＴｒ１２及び有機ＥＬ素子ＯＥＬに発光駆動
電流が流れ、有機ＥＬ素子ＯＥＬが所定の発光輝度で発光動作する。
【０１３７】
このように、特定量測定動作により取得された各表示画素（有機ＥＬ素子ＯＥＬ）の発光
特性に関連した特定量に基づいて、表示データをデータ補正し、該補正後データに基づく
階調信号電圧を各表示画素に印加することにより、有機ＥＬ素子ＯＥＬに流れる発光駆動
電流の電流値を、予め設定された理想値に近似させることができ、映像信号に良好に対応
した輝度階調で発光素子を発光動作させることができる。
【０１３８】
なお、上述した各実施形態においては、特定量測定動作の実行タイミングについて、通常
の画像表示動作に先立って実行する場合について説明したが、本発明はこれに限定される
ものではなく、例えば、表示装置の起動時（起動直後）や、表示動作終了時、あるいは、
表示待機時等、定期又は不定期の任意のタイミングで実行するものであってもよい。
また、上述した特定量測定動作においては、各表示画素に印加する測定用の信号電圧とし
て、最高階調電圧（＝ＭＳＢ）のみを適用した場合について説明したが、本発明はこれに
限定されるものではなく、例えば、他の階調信号電圧や、複数の異なる階調信号電圧に対
して発光素子に流れる測定電流の電流値を測定して、当該電流値に基づいて、データ補正
動作を実行するものであってもよい。
【０１３９】
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さらに、上述した特定量測定動作を実行している期間（書込動作、読出動作）においては
、一時的に、各表示画素の有機ＥＬ素子ＯＥＬに書込電流や測定電流が流れるため、所定
の輝度階調で順次点灯する動作が表示装置の使用者に視認されるが、これにより、特定量
測定動作が正常に実行されていることを認識させることもできる。
【０１４０】
加えて、上述した各実施形態においては、表示パネルと、データドライバ又はゲートドラ
イバと、補正制御回路との関係について特に説明しなかったが、本発明においては、例え
ば、表示パネルを構成する基板上に、少なくとも、表示画素（画素駆動回路及び発光素子
）と補正制御回路の全て又は一部の構成を一体的に薄膜形成された構成を有するものであ
ってもよい。これによれば、既存のデータドライバやゲートドライバ等のドライバチップ
（ドライバ用のＩＣチップ）をそのまま使用することができ、本発明に係る表示装置を大
幅な設計変更を伴うことなく、安価に実現することができる。さらには、データドライバ
又はゲートドライバを上記基板上に補正制御回路とともに一体的に形成した構成を適用す
るものであってもよく、これによれば、表示装置の装置規模を大幅に小型化することがで
きる。
【０１４１】
また、本発明においては、上記補正制御回路の全て又は一部の構成を、データドライバ又
はゲートドライバと一体的に形成し、単一のドライバチップに内蔵した構成を有するもの
であってもよい。これによれば、少なくとも補正制御回路及びドライバをユニット化する
ことができ、既存の表示パネルとの接続構造やプロセスをそのまま適用することができ、
製造工程の簡素化を図ることができる。
【０１４２】
ところで、上述した各実施形態においては、表示画素を構成する画素駆動回路ＤＣＡとし
て、従来技術に示した構成と同様に、ｎチャネル型の薄膜トランジスタ（選択トランジス
タ）Ｔｒ１１と、ｐチャネル型の薄膜トランジスタ（発光駆動トランジスタ）Ｔｒ１２と
、を備えた回路構成を適用した場合について説明した。このような回路構成によれば、ｐ
チャネル型とｎチャネル型のトランジスタが混在した回路構成となるので、ポリシリコン
プロセスを適用して、良好な動作特性を有する薄膜トランジスタを製造することができ、
表示画素の発光特性のバラツキや劣化を抑制した画素駆動回路を実現することができる。
【０１４３】
ここで、本発明に適用可能な画素駆動回路は、上述したようなｐチャネル型とｎチャネル
型の薄膜トランジスタが混在した回路構成に限定されるものではなく、単一チャネル型の
薄膜トランジスタからなる回路構成を適用することもできる。以下、本発明に適用可能な
画素駆動回路の他の例について説明する。
図２０は、本発明に係る表示装置の表示画素に適用可能な画素駆動回路（発光駆動回路）
の他の例を示す等価回路図である。
【０１４４】
図２０に示すように、本発明に係る表示装置に適用可能な画素駆動回路ＤＣＢは、ゲート
端子が走査ラインＳＬに、ソース端子及びドレイン端子がデータラインＤＬ及び接点Ｎ３
１に各々接続されたｎチャネル型の薄膜トランジスタＴｒ３１と、ゲート端子が接点Ｎ３
１に、ソース端子が接地電位Ｖgndに各々接続された薄膜トランジスタＴｒ３２と、を備
えた構成を有している。また、該画素駆動回路ＤＣＢにより発光状態が制御される有機Ｅ
Ｌ素子ＯＥＬ（発光素子）は、カソード端子が画素駆動回路ＤＣＢの薄膜トランジスタＴ
ｒ３２のドレイン端子に、アノード端子が接地電位Ｖgndよりも高い高電圧からなる定電
源電圧Ｖddに接続された構成を有している。なお、図２０において、Ｃｂは、薄膜トラン
ジスタＴｒ３２のゲート－ソース間に形成される寄生容量である。
【０１４５】
このような画素駆動回路を備えた表示パネルによれば、画素駆動回路ＤＣＢを構成する薄
膜トランジスタが、ｎチャネル型の薄膜トランジスタのみからなる回路構成を有している
ので、ポリシリコンや単結晶シリコンを用いた製造プロセスに比較して、製造プロセスが
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既に確立され、簡易かつ安価なアモルファスシリコンプロセスを適用して、良好な動作特
性を実現することができる。
なお、上述した各実施形態においては、画素駆動回路として、２個の薄膜トランジスタを
備えた回路構成のみを示したが、本発明はこれに限定されるものではなく、薄膜トランジ
スタを３個以上設けたものであってもよいことはいうまでもない。
【０１４６】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明に係る表示駆動装置及び該表示駆動装置を備えた表示装置
並びにその駆動制御方法によれば、表示データに応じた階調信号電圧を各表示画素に印加
することにより、各表示画素を所定の輝度階調で発光動作させて、所望の画像情報を表示
する表示装置において、走査線に沿って行方向に配列された複数の表示画素、又は、前記
信号線に沿って列方向に配列された複数の表示画素に特定の信号電圧（例えば、最高階調
電圧）を一括して印加し、特定の信号電圧が印加された各表示画素から、発光素子の発光
特性に関連する特定量として、発光素子に流れる駆動電流の電流値を、補正制御回路によ
り直接又は間接的に測定し、その電流値と該駆動電流の設定値（理想値）との差分に基づ
いて補正値を生成し、該補正値を用いて表示画素の各々に対応する表示信号を補正する処
理を行うように構成されているので、各表示画素に発光素子の発光特性に応じた（発光特
性のバラツキや劣化を補填することができる電圧値に設定された）階調信号電圧を印加す
ることができ、発光素子に、予め設定された理想値に近似した電流値を有する発光駆動電
流を流して、表示信号に良好に対応した輝度階調で発光素子を発光動作させることができ
る。
【０１４７】
また、表示パネルを構成する各表示画素として、階調信号電圧に応じた電流値を有する駆
動電流を流すとともに、該階調信号電圧に応じた電圧成分を蓄積する発光駆動回路と、該
駆動電流の電流値に応じた輝度階調で発光動作する電流制御型の発光素子と、を備えた構
成を適用した場合、発光素子の発光特性に関連する特定量として、表示画素に対して、特
定の信号電圧を印加した場合の、発光駆動回路に蓄積された電圧成分に基づいて、発光素
子に流れる電流（測定電流≒書込電流）の電流値を測定する手法を適用することができる
。したがって、通常の画像表示動作において表示画素（発光駆動回路）に階調信号電圧を
実際に印加した場合と同等の条件で、表示画素の発光特性に関連する特定量を抽出するこ
とができるので、発光素子の素子特性のみならず、発光駆動回路を構成するトランジスタ
や容量素子等の機能素子の素子特性をも含めた特定量を取得することができる。
【０１４８】
また、補正制御回路として、表示画素に対して、特定の信号電圧を印加した場合の、発光
素子に流れる駆動電流に応じた電圧成分を蓄積する蓄積手段を備えた構成を適用した場合
、発光素子の発光特性に関連する特定量として、表示画素に対して、特定の信号電圧を印
加した場合の、当該蓄積手段に蓄積された電圧成分に基づいて、補正制御回路に流れる電
流（測定電流）の電流値を測定する手法を適用することができる。したがって、各表示画
素の表示パネル上での配置位置に関わらず、補正制御回路に流れる電流の電流値に基づい
て、全ての表示画素の発光特性に関連する特定量を抽出することができるので、表示画素
が微細化された場合や表示パネルが大型化された場合であっても、上記補正制御回路に流
れる電流を早期に安定化させて、迅速に特定量を取得することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る表示駆動装置を適用した表示装置の全体構成の第１の実施形態を示
すブロック図である。
【図２】第１の実施形態に係る表示装置の要部構成を示す概略構成図である。
【図３】第１の実施形態に係る表示装置に適用されるデータドライバの要部構成を示すブ
ロック図である。
【図４】第１の実施形態に係る表示装置の駆動制御方法に適用される特定量測定動作の一
例を示すタイミングチャートである。
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【図５】第１の実施形態に係る表示装置において実行される特定量測定動作の第１の動作
状態（書込動作）を示す動作概念図である。
【図６】第１の実施形態に係る表示装置において実行される特定量測定動作の第２の動作
状態（読出動作）を示す動作概念図である。
【図７】第１の実施形態に係る表示装置の駆動制御方法に適用される画像表示動作の一例
を示すタイミングチャートである。
【図８】本発明に係る表示駆動装置を適用した表示装置の全体構成の第２の実施形態を示
すブロック図である。
【図９】第２の実施形態に係る表示装置の要部構成を示す概略構成図である。
【図１０】第２の実施形態に係る表示装置の駆動制御方法に適用される特定量測定動作の
一例を示すタイミングチャートである。
【図１１】第２の実施形態に係る表示装置において実行される特定量測定動作の第１の動
作状態（書込動作）を示す動作概念図である。
【図１２】第２の実施形態に係る表示装置において実行される特定量測定動作の第２の動
作状態（読出動作）を示す動作概念図である。
【図１３】第３の実施形態に係る表示装置の駆動制御方法に適用される特定量測定動作の
一例を示すタイミングチャートである。
【図１４】第３の実施形態に係る表示装置において実行される特定量測定動作の第１の動
作状態（書込動作）を示す動作概念図である。
【図１５】第３の実施形態に係る表示装置において実行される特定量測定動作の第２の動
作状態（読出動作）を示す動作概念図である。
【図１６】本発明に係る表示駆動装置を適用した表示装置の第４の実施形態を示す要部概
略構成図である。
【図１７】第４の実施形態に係る表示装置の駆動制御方法に適用される特定量測定動作の
一例を示すタイミングチャートである。
【図１８】第４の実施形態に係る表示装置において実行される特定量測定動作の第１の動
作状態（書込動作）、及び、通常の画像表示動作を示す動作概念図である。
【図１９】第４の実施形態に係る表示装置において実行される特定量測定動作の第２の動
作状態（読出動作）を示す動作概念図である。
【図２０】本発明に係る表示装置の表示画素に適用可能な画素駆動回路（発光駆動回路）
の他の例を示す等価回路図である。
【図２１】従来技術における有機ＥＬ素子を備えた発光素子型ディスプレイの各表示画素
の回路構成例を示す等価回路図である。
【符号の説明】
１００Ａ～１００Ｃ　　　表示装置
１１０Ａ、１１０Ｂ　　　表示パネル
１２０　　　ゲートドライバ
１３０　　　データドライバ
１４０Ａ～１４０Ｃ　　　補正制御回路
１５０　　　システムコントローラ
ＤＣＡ、ＤＣＢ　　　　　画素駆動回路
ＯＥＬ　　　有機ＥＬ素子
ＳＷＡ、ＳＷＢ、ＳＷＣ　スイッチ回路部
ＡＤＣ　　　Ａ／Ｄコンバータ
ＢＭ　　　　記憶部
ＡＤＭ　　　加算器
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